
SUMMARY

Kabuki, as a representative art form of Japanese culture, continues to be introduced and 
performed overseas. The fi rst such performance is considered to be held in August 1928 in the 
Republic of the Soviet Union by Shochiku Company, but actually, it was not the fi rst overseas 
performance of Kabuki itself. Already in 1926, a troupe featuring the female actor Nakayama 
Emiko came to the United States, followed by Ichikawa Utaji’s troupe in January 1928 and 
by the female actors Arashi Suzuhachi and Arashi Yachiyo in December 1928, where their 
performances received great acclaim. The fact that “Kabuki”, now recognized as a national 
art form, was not first performed overseas by the large Japanese entertainment company 
Shochiku, but by the Koshibai （minor style Kabuki） troupe that specialized in Kabuki. 
Therefore, the common perception of Shochiku that had become the fi rst company to perform 
Kabuki overseas is problematic for the history of modern theater. In this paper, I extracted 
the actual situation of their performances at the time from articles in Japanese American 
newspapers. In addition to confi rming the vitality of Koshibai actors including female actors, 
this paper also reveals the acceptance of Kabuki by the U.S. side at the time and the position of 
Koshibai in the Japanese establishment.
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ン
シ
ス
コ
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
、
フ
レ
ズ
ノ
に
あ
っ
た

　（７）

。
大
正
十
五
年
の
春
、
欧
米
巡
業
を

終
え
た
初
代
松
旭
斎
天
勝
の
祝
賀
会
に
松
尾
国
三
（
当
時
は
實
川
延
十
郎
）
と
中
山
延
見
子
夫

妻
が
招
待
さ
れ
た
。
そ
の
席
で
、
天
勝
の
夫
、
野
呂
辰
之
助
が
松
尾
に
日
米
興
行
社
か
ら
の
依

頼
話
を
伝
え
た
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
話
だ
っ
た
。

　

母
国
を
離
れ
て
三
十
年
以
上
経
つ
日
系
移
民
一
世
が
一
番
焦
が
れ
て
い
る
の
は
芝
居
で
あ

る
。
ぜ
ひ
歌
舞
伎
が
見
た
い
。
さ
ら
に
、
日
本
の
芸
術
を
知
ら
な
い
日
系
二
世
た
ち
に
も
見
せ

て
や
り
た
い
。
し
か
し
、
若
い
俳
優
で
な
い
と
海
外
巡
業
は
無
理
だ
。
そ
の
点
、
延
見
子
と
延

十
郎
の
一
座
は
う
っ
て
つ
け
な
の
で
、
海
外
公
演
を
し
て
み
な
い
か
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

 

の
ち
に
大
興
行
師
と
し
て
名
を
な
し
た
松
尾
の
こ
と
で
あ
る
。
文
盲
で
、
英
語
も
当
然
喋

れ
な
い
が
、
大
博
打
を
打
つ
つ
も
り
に
な
っ
た
彼
は
日
米
興
行
が
四
分
、
松
尾
が
六
分
（
芝
居

の
掛
か
り
は
松
尾
持
ち
）
と
い
う
歩
合
で
引
き
受
け
「
河
内
家
實
川
延
十
郎
一
座
」
の
渡
米
が

決
ま
っ
た
。
一
座
は
三
十
五
人
で
「
関
西
の
腕
達
者
の
俳
優
ば
か
り
」　（８）

だ
っ
た
。
大
正
十
五

年
十
月
十
日
、
豪
華
客
船
春
洋
丸
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
乗
り
込
ん
だ
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
邦
字
新
聞
『
新
世
界
』
十
月
十
一
日
記
事
）。
一
行
は
二
人
の
他
、
實
川
晃
幸
、
中
村
歌
昇
、

中
村
玉
之
助
、
實
川
延
吾
、
片
岡
登
志
若
、
中
村
仲
三
郎
、
實
川
延
吉
、
市
川
三
津
女
、
片
岡

緑
次
郎
。
義
太
夫
は
竹
本
花
菱
太
夫
と
豊
澤
竹
之
助
。
囃
子
方
は
杵
屋
雄
次
郎
、
杵
屋
長
三
、

坂
東
豊
二
郎
、
花
房
升
五
郎
で
あ
る
。
そ
の
他
、
電
気
装
置
師
、
背
景
係
、
床
山
、
衣
裳
方
と

あ
る
。
松
尾
は
、
普
段
は
七
十
余
名
の
大
一
座
だ
が
、「
そ
う
大
勢
渡
米
す
る
譯
に
行
か
ず
」

立
役
も
女
方
も
で
き
る
役
者
、
道
具
方
も
何
人
分
も
働
け
る
も
の
を
選
ん
だ
と
述
べ
、
ま
た
小

道
具
類
は
屋
根
瓦
ま
で
、
照
明
や
電
飾
も
「
最
新
の
電
気
應
用
の
も
の
」
を
持
ち
込
ん
だ
と
意

気
込
ん
だ
談
話
を
同
紙
十
月
十
一
日
記
事
に
載
せ
て
い
る
。
ま
た
同
紙
上
の
宣
伝
文
に
は
「
大

坂
歌
舞
伎
」
と
あ
り
、
上
方
系
の
一
座
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

十
月
十
二
〜
十
四
日
は
桑
港
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
座
で
公
演
が
行
わ
れ
、

三
日
と
も
札
止
め
と
な
る
大
盛
況
だ
っ
た
（
同
紙
大
正
十
五
年
十
五
日
記
事
）。
十
六
〜
十
八

日
は
桜
府
（
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
）
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
公
演
し
、
十
九
〜
二
十
一
日
は
樓
臺

（
ロ
ー
ダ
イ
）
の
樓
臺
会
館
、
二
十
二
〜
二
十
四
日
は
須
市
（
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
）
の
朝
日
座
、

二
十
五
〜
二
十
六
日
は
コ
ン
コ
ー
ド
の
イ
タ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
、
二
十
七
〜
二
十
八
日
は
ペ
ン
リ

ン
の
日
本
人
ホ
ー
ル
、
三
十
〜
三
十
一
日
は
メ
リ
ス
ビ
ル
の
日
本
人
ホ
ー
ル
、
十
一
月
二
〜
三

日
は
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
グ
ロ
ー
ブ
の
河
下
会
館
、
五
〜
六
日
は
フ
レ
ズ
ノ
の
日
本
ホ
ー
ル
、
七
〜

八
日
は
バ
イ
セ
リ
ア
の
市
公
会
堂 

と
、
連
日
の
公
演
で
あ
っ
た
。

　

十
一
月
十
二
〜
十
五
日
は
羅
府
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
の
西
本
願
寺
ホ
ー
ル
で
公
演
し
た
。

十
四
日
の
日
曜
日
は
昼
夜
二
回
興
行
を
打
っ
て
い
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
公
演
で
は
、
チ
ャ
ー

リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
、
ダ
グ
ラ
ス
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
、
メ
ア
リ
ー
・
ピ
ッ
グ
フ
ォ
ー
ド
、

ミ
リ
ア
ム
・
ホ
プ
キ
ン
ス
に
加
え
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
活
躍
し
て
い
た
早
川
雪
洲
、
上
山
草
人

な
ど
の
日
本
の
俳
優
た
ち
が
観
劇
に
来
た
こ
と
で
、
松
尾
は
米
国
公
演
の
成
功
を
確
信
し
て
い

る
　（９）

。
さ
ら
に
、
好
日
家
の
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
か
ら
一
座
の
幹
部
が
自
宅
に
招
か
れ
た
。
ま
た
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
ノ
ー
マ
・
シ
ア
ラ
ー
か
ら
も
招
待
さ
れ
、
メ
ト
ロ
・
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
撮
影

所
で
面
会
し
た

　（10）

。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
邦
字
新
聞
『
羅
府
新
報
』
大
正
十
五
年
十
一
月
十
四

日
記
事
に
は
天
候
不
順
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
初
日
か
ら
札
止
め
」
の
好
評
で
、
二
日
目
も
札

止
め
と
な
っ
た
（
同
紙
十
一
月
十
五
日
記
事
）。
そ
し
て
『
時
雨
の
炬
燵
』
で
子
役
を
し
た
少

女
に
「
ゐ
づ
ゝ
」、「
延
見
丸
」
と
い
う
芸
名
を
与
え
て
喜
ば
れ
、
こ
の
姉
妹
は
熱
心
に
稽
古
を

し
た
と
い
う（
同
紙
十
一
月
十
五
日
記
事
）。現
地
の
子
を
使
う
の
は
こ
の
と
き
だ
け
で
は
な
く
、

同
紙
昭
和
二
年
一
月
十
三
日
に
は
「
御
當
地
の
子
役
出
演
御
覧
に
供
す
べ
く
」
と
宣
伝
し
、
同

年
一
月
の
公
演
で
は
「
子
役
と
し
て
當
市
の
片
岡
時
計
店
の
娘
と
菊
川
亭
の
娘
と
が
出
演
」（
同

紙
一
月
十
四
日
記
事
）
と
あ
る
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
同
紙
大
正
十
五
年
十
一
月
十
二
日
記
事
に
は
延
十
郎
一
座
で
上

演
す
る
新
作
脚
本
を
募
集
し
て
い
る
。
松
尾
と
延
見
子
の
「
渡
米
記
念
と
し
て
是
非
共
米
国
を

背
景
と
し
在
留
日
本
人
の
生
活
を
描
い
た
脚
本
を
日
本
に
土
産
に
し
た
い
」
と
の
希
望
に
よ
り
公

募
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
応
募
の
条
件
は
米
国
内
に
題
材
を
取
る
こ
と
だ
が
、
日
本
国
内
で
も

『
父
帰
る
』
な
ど
の
新
作
も
の
が
多
く
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
「
マ
ゲ
も
の
」（
時
代
物
）
で
も
近

代
劇
で
も
か
ま
わ
な
い
と
し
、
十
二
月
中
旬
締
め
切
り
と
あ
る
。
歌
舞
伎
に
な
じ
み
の
な
い
在

米
日
系
人
た
ち
に
歌
舞
伎
に
対
し
て
の
興
味
を
持
た
せ
る
た
め
の
企
画
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

公
募
は
実
際
に
行
わ
れ
、
の
ち
に
、
昭
和
二
年
一
月
十
六
日
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
再
訪
問
公
演
の

千
秋
楽
に
お
い
て
『
羅
府
新
報
當
選
懸
賞
脚
本　

情
夫
殺
し　

一
幕
』
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。

　

大
正
十
五
年
十
一
月
の
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
初
回
公
演
の
後
は
、
十
一
月
十
七
〜
十
八
日
が
ブ

ロ
ウ
リ
ー
の
白
人
ホ
ー
ル
、
十
九
日
は
エ
ル
セ
ン
ト
ロ
仏
教
会
、
二
十
〜
二
十
一
日
は
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
仏
教
会
で
公
演
し
た
。
歌
舞
伎
公
演
に
は
仏
教
会
も
協
力
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

十
一
月
二
十
七
〜
二
十
八
日
は
佐
市
（
サ
ン
ノ
ゼ
）
の
日
本
人
ホ
ー
ル
、
十
一
月
三
十
日
は

華
村
（
ワ
ト
ソ
ン
ビ
ル
）
の
日
本
人
ホ
ー
ル
、
十
二
月
三
〜
四
日
は
サ
リ
ナ
ス
の
日
本
人
ホ
ー

ル
、
十
二
月
五
〜
六
日
は
王
府
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）
の
市
公
会
堂
で
公
演
し
、
そ
の
後
米
国
本

松竹大歌舞伎以前に海外公演をした歌舞伎役者たち

一
　
は
じ
め
に
　 

歌
舞
伎
は
能
狂
言
と
同
様
、
日
本
の
伝
統
芸
能
と
い
う
認
識
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
文
化
の
代
表
的
芸
術
と
し
て
歌
舞
伎
は
現
在
も
海
外
に
紹
介
さ
れ
、
海
外
公
演
も
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
端
緒
は
、『
歌
舞
伎
海
外
公
演
の
記
録
』　（１）

を
見
る
と
、昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

八
月
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
共
和
国
に
松
竹
合
名
会
社
が
興
行
主
と
な
り
、
松
竹
所
属
の
歌
舞
伎

役
者
に
よ
る
公
演
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
二
代
目
市
川
左
團
次
が
座
頭
で
、
八
月
一
日

か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
現
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）
で
上

演
し
た
。
大
谷
竹
次
郎
は
帰
国
後
の
発
言
の
中
で
、
歌
舞
伎
を
「
我
が
国
伝
統
文
化
の
精
髄
で

あ
る
国
劇
」
と
位
置
づ
け
、そ
れ
が
海
外
公
演
で
成
功
し
た
こ
と
は
「
国
際
演
劇
事
業
」
に
と
っ

て
価
値
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、「
我
が
演
劇
史
上
に
特
筆
」
さ
れ
る
べ
き
、
と
堂
々
と
述
べ
て

い
る

　（２）

。
そ
の
後
も
永
山
武
臣
と
河
竹
登
志
夫
の
対
談

　（３）

で
も
昭
和
三
年
の
公
演
か
ら
海
外

公
演
の
話
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
歌
舞
伎
の
海
外
公
演
は
昭
和
三
年
で
あ
る
と
い
う
の

が
常
識
化
し
て
い
る
と
い
っ
て
良
か
ろ
う
。
確
か
に
松
竹
株
式
会
社
と
し
て
は
こ
の
と
き
が
最

初
な
の
だ
が
、
歌
舞
伎
の
海
外
公
演
は
こ
れ
が
最
初
で
は
な
い
。

　

以
下
に
詳
述
す
る
が
、 

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は
女
役
者
中
山
延
見
子
を
看
板
に
し

て
松
尾
國
三
（
当
時
は
實
川
延
十
郎
）
の
座
組
に
よ
る
實
川
延
十
郎
一
座
が
渡
米
し
て
、
日
系

人
た
ち
に
絶
賛
さ
れ
、
そ
の
後
、
市
川
右
田
次
一
座
も
松
竹
よ
り
も
早
く
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
九
月
か
ら
米
国
で
興
行
を
打
ち
、
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
松
竹
が
訪
ソ
し
た
四
ヶ

月
後
の
昭
和
三
年
十
二
月
に
は
、
女
役
者
嵐
壽
々
八
・
嵐
八
千
代
一
座
が
渡
米
し
て
大
好
評
で

迎
え
ら
れ
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
は
延
見
子
た
ち
の
一
座
が
再
び
渡
米
し
て
い
る
。
現

在
、
日
本
国
の
芸
術
・
演
劇
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
「
歌
舞
伎
」
の
海
外
公
演
が
、
松
竹
株

式
会
社
と
い
う
大
興
行
主
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
先
ん
じ
て
歌
舞
伎

専
門
の
小
芝
居
一
座
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
事
実
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
。「
松
竹
が
初
め
て
歌
舞
伎
の
海
外
公
演
を
し
た
」
と
い
う
認
識
が
常
識
化
し
て
い
る

の
は
、
近
代
演
劇
史
の
う
え
で
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

そ
こ
に
は
「
国
劇
」「
日
本

の
古
典
芸
能
」
と
し
て
の
歌
舞
伎
を
創
り
上
げ
よ
う
と
す
る
国
策
、
あ
る
い
は
演
劇
界
の
思
惑

が
見
え
て
く
る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
当
時
、
大
歌
舞
伎
よ
り
ラ
ン
ク
が
下
と
さ
れ
て
い
た
小

芝
居
一
座
が
、
国
策
や
演
劇
界
の
思
惑
を
も
の
と
も
せ
ず
、
次
々
に
海
外
公
演
を
し
て
い
た
事

実
か
ら
は
、
当
時
の
小
芝
居
一
座
が
持
っ
て
い
た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
海
外
の
邦
字
新
聞
か
ら
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
の
米
国
公
演
に
つ
い
て
の
記

事
　（４）

を
収
集
し
、
彼
ら
の
活
動
の
実
態
を
記
録
す
る
。
た
だ
し
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
年

頃
は
日
本
国
支
配
下
で
あ
っ
た
台
湾
・
満
洲
へ
は
小
芝
居
一
座
を
含
む
多
く
の
芸
人
、
劇
団
も

出
か
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
取
り
上
げ
な
い
。 

ま
た
公
演
演
目
か
ら
み
て
、
あ
く
ま
で
も
歌
舞

伎
専
門
で
海
外
公
演
を
し
た
一
座
の
み
を
取
り
上
げ
、
剣
戟
系
、
新
派
系
、
節
劇
（
浪
花
節
芝

居
）、
そ
の
他
曲
芸
、
手
品
な
ど
の
一
座
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
な
い
。

二
　
渡
米
し
た
歌
舞
伎
一
座

１
、
中
山
（
市
松
）
延
見
子
一
座

　

こ
れ
ま
で
の
拙
稿
の
中
で
、
中
山
延
見
子
一
座
が
米
国
公
演
を
し
た
こ
と
は
述
べ
て
き

た
　（５）

が
、
松
尾
國
三
『
け
た
は
ず
れ
人
生
』、
同
じ
く
松
尾
の
「
赤
毛
布
の
旅
芝
居
」　（６）

に
加

え
、
米
国
・
カ
ナ
ダ
の
邦
字
新
聞
か
ら
、
彼
ら
の
興
行
を
細
か
く
追
っ
て
み
る
。　

　

大
正
期
か
ら
昭
和
の
ご
く
初
期
に
、
米
国
に
は
日
系
の
興
行
会
社
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の

一
つ
が
日
米
興
行
株
式
会
社
で
あ
っ
た
。
本
社
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
あ
り
、
支
社
は
サ
ン
フ
ラ

浅
　
野
　
久
　
枝
　A

SA
N

O
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isae

松
竹
大
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海
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ン
シ
ス
コ
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
、
フ
レ
ズ
ノ
に
あ
っ
た

　（７）

。
大
正
十
五
年
の
春
、
欧
米
巡
業
を

終
え
た
初
代
松
旭
斎
天
勝
の
祝
賀
会
に
松
尾
国
三
（
当
時
は
實
川
延
十
郎
）
と
中
山
延
見
子
夫

妻
が
招
待
さ
れ
た
。
そ
の
席
で
、
天
勝
の
夫
、
野
呂
辰
之
助
が
松
尾
に
日
米
興
行
社
か
ら
の
依

頼
話
を
伝
え
た
。
そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
な
話
だ
っ
た
。

　

母
国
を
離
れ
て
三
十
年
以
上
経
つ
日
系
移
民
一
世
が
一
番
焦
が
れ
て
い
る
の
は
芝
居
で
あ

る
。
ぜ
ひ
歌
舞
伎
が
見
た
い
。
さ
ら
に
、
日
本
の
芸
術
を
知
ら
な
い
日
系
二
世
た
ち
に
も
見
せ

て
や
り
た
い
。
し
か
し
、
若
い
俳
優
で
な
い
と
海
外
巡
業
は
無
理
だ
。
そ
の
点
、
延
見
子
と
延

十
郎
の
一
座
は
う
っ
て
つ
け
な
の
で
、
海
外
公
演
を
し
て
み
な
い
か
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　

 

の
ち
に
大
興
行
師
と
し
て
名
を
な
し
た
松
尾
の
こ
と
で
あ
る
。
文
盲
で
、
英
語
も
当
然
喋

れ
な
い
が
、
大
博
打
を
打
つ
つ
も
り
に
な
っ
た
彼
は
日
米
興
行
が
四
分
、
松
尾
が
六
分
（
芝
居

の
掛
か
り
は
松
尾
持
ち
）
と
い
う
歩
合
で
引
き
受
け
「
河
内
家
實
川
延
十
郎
一
座
」
の
渡
米
が

決
ま
っ
た
。
一
座
は
三
十
五
人
で
「
関
西
の
腕
達
者
の
俳
優
ば
か
り
」　（８）

だ
っ
た
。
大
正
十
五

年
十
月
十
日
、
豪
華
客
船
春
洋
丸
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
乗
り
込
ん
だ
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
邦
字
新
聞
『
新
世
界
』
十
月
十
一
日
記
事
）。
一
行
は
二
人
の
他
、
實
川
晃
幸
、
中
村
歌
昇
、

中
村
玉
之
助
、
實
川
延
吾
、
片
岡
登
志
若
、
中
村
仲
三
郎
、
實
川
延
吉
、
市
川
三
津
女
、
片
岡

緑
次
郎
。
義
太
夫
は
竹
本
花
菱
太
夫
と
豊
澤
竹
之
助
。
囃
子
方
は
杵
屋
雄
次
郎
、
杵
屋
長
三
、

坂
東
豊
二
郎
、
花
房
升
五
郎
で
あ
る
。
そ
の
他
、
電
気
装
置
師
、
背
景
係
、
床
山
、
衣
裳
方
と

あ
る
。
松
尾
は
、
普
段
は
七
十
余
名
の
大
一
座
だ
が
、「
そ
う
大
勢
渡
米
す
る
譯
に
行
か
ず
」

立
役
も
女
方
も
で
き
る
役
者
、
道
具
方
も
何
人
分
も
働
け
る
も
の
を
選
ん
だ
と
述
べ
、
ま
た
小

道
具
類
は
屋
根
瓦
ま
で
、
照
明
や
電
飾
も
「
最
新
の
電
気
應
用
の
も
の
」
を
持
ち
込
ん
だ
と
意

気
込
ん
だ
談
話
を
同
紙
十
月
十
一
日
記
事
に
載
せ
て
い
る
。
ま
た
同
紙
上
の
宣
伝
文
に
は
「
大

坂
歌
舞
伎
」
と
あ
り
、
上
方
系
の
一
座
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

十
月
十
二
〜
十
四
日
は
桑
港
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
座
で
公
演
が
行
わ
れ
、

三
日
と
も
札
止
め
と
な
る
大
盛
況
だ
っ
た
（
同
紙
大
正
十
五
年
十
五
日
記
事
）。
十
六
〜
十
八

日
は
桜
府
（
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
）
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
公
演
し
、
十
九
〜
二
十
一
日
は
樓
臺

（
ロ
ー
ダ
イ
）
の
樓
臺
会
館
、
二
十
二
〜
二
十
四
日
は
須
市
（
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
）
の
朝
日
座
、

二
十
五
〜
二
十
六
日
は
コ
ン
コ
ー
ド
の
イ
タ
リ
ア
ン
ホ
ー
ル
、
二
十
七
〜
二
十
八
日
は
ペ
ン
リ

ン
の
日
本
人
ホ
ー
ル
、
三
十
〜
三
十
一
日
は
メ
リ
ス
ビ
ル
の
日
本
人
ホ
ー
ル
、
十
一
月
二
〜
三

日
は
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
グ
ロ
ー
ブ
の
河
下
会
館
、
五
〜
六
日
は
フ
レ
ズ
ノ
の
日
本
ホ
ー
ル
、
七
〜

八
日
は
バ
イ
セ
リ
ア
の
市
公
会
堂 

と
、
連
日
の
公
演
で
あ
っ
た
。

　

十
一
月
十
二
〜
十
五
日
は
羅
府
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
の
西
本
願
寺
ホ
ー
ル
で
公
演
し
た
。

十
四
日
の
日
曜
日
は
昼
夜
二
回
興
行
を
打
っ
て
い
る
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
公
演
で
は
、
チ
ャ
ー

リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
、
ダ
グ
ラ
ス
・
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
、
メ
ア
リ
ー
・
ピ
ッ
グ
フ
ォ
ー
ド
、

ミ
リ
ア
ム
・
ホ
プ
キ
ン
ス
に
加
え
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
活
躍
し
て
い
た
早
川
雪
洲
、
上
山
草
人

な
ど
の
日
本
の
俳
優
た
ち
が
観
劇
に
来
た
こ
と
で
、
松
尾
は
米
国
公
演
の
成
功
を
確
信
し
て
い

る
　（９）

。
さ
ら
に
、
好
日
家
の
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
か
ら
一
座
の
幹
部
が
自
宅
に
招
か
れ
た
。
ま
た
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
ノ
ー
マ
・
シ
ア
ラ
ー
か
ら
も
招
待
さ
れ
、
メ
ト
ロ
・
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
撮
影

所
で
面
会
し
た

　（10）

。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
邦
字
新
聞
『
羅
府
新
報
』
大
正
十
五
年
十
一
月
十
四

日
記
事
に
は
天
候
不
順
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
初
日
か
ら
札
止
め
」
の
好
評
で
、
二
日
目
も
札

止
め
と
な
っ
た
（
同
紙
十
一
月
十
五
日
記
事
）。
そ
し
て
『
時
雨
の
炬
燵
』
で
子
役
を
し
た
少

女
に
「
ゐ
づ
ゝ
」、「
延
見
丸
」
と
い
う
芸
名
を
与
え
て
喜
ば
れ
、
こ
の
姉
妹
は
熱
心
に
稽
古
を

し
た
と
い
う（
同
紙
十
一
月
十
五
日
記
事
）。現
地
の
子
を
使
う
の
は
こ
の
と
き
だ
け
で
は
な
く
、

同
紙
昭
和
二
年
一
月
十
三
日
に
は
「
御
當
地
の
子
役
出
演
御
覧
に
供
す
べ
く
」
と
宣
伝
し
、
同

年
一
月
の
公
演
で
は
「
子
役
と
し
て
當
市
の
片
岡
時
計
店
の
娘
と
菊
川
亭
の
娘
と
が
出
演
」（
同

紙
一
月
十
四
日
記
事
）
と
あ
る
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
同
紙
大
正
十
五
年
十
一
月
十
二
日
記
事
に
は
延
十
郎
一
座
で
上

演
す
る
新
作
脚
本
を
募
集
し
て
い
る
。
松
尾
と
延
見
子
の
「
渡
米
記
念
と
し
て
是
非
共
米
国
を

背
景
と
し
在
留
日
本
人
の
生
活
を
描
い
た
脚
本
を
日
本
に
土
産
に
し
た
い
」
と
の
希
望
に
よ
り
公

募
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
応
募
の
条
件
は
米
国
内
に
題
材
を
取
る
こ
と
だ
が
、
日
本
国
内
で
も

『
父
帰
る
』
な
ど
の
新
作
も
の
が
多
く
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
「
マ
ゲ
も
の
」（
時
代
物
）
で
も
近

代
劇
で
も
か
ま
わ
な
い
と
し
、
十
二
月
中
旬
締
め
切
り
と
あ
る
。
歌
舞
伎
に
な
じ
み
の
な
い
在

米
日
系
人
た
ち
に
歌
舞
伎
に
対
し
て
の
興
味
を
持
た
せ
る
た
め
の
企
画
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

公
募
は
実
際
に
行
わ
れ
、
の
ち
に
、
昭
和
二
年
一
月
十
六
日
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
再
訪
問
公
演
の

千
秋
楽
に
お
い
て
『
羅
府
新
報
當
選
懸
賞
脚
本　

情
夫
殺
し　

一
幕
』
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。

　

大
正
十
五
年
十
一
月
の
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
初
回
公
演
の
後
は
、
十
一
月
十
七
〜
十
八
日
が
ブ

ロ
ウ
リ
ー
の
白
人
ホ
ー
ル
、
十
九
日
は
エ
ル
セ
ン
ト
ロ
仏
教
会
、
二
十
〜
二
十
一
日
は
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
仏
教
会
で
公
演
し
た
。
歌
舞
伎
公
演
に
は
仏
教
会
も
協
力
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

十
一
月
二
十
七
〜
二
十
八
日
は
佐
市
（
サ
ン
ノ
ゼ
）
の
日
本
人
ホ
ー
ル
、
十
一
月
三
十
日
は

華
村
（
ワ
ト
ソ
ン
ビ
ル
）
の
日
本
人
ホ
ー
ル
、
十
二
月
三
〜
四
日
は
サ
リ
ナ
ス
の
日
本
人
ホ
ー

ル
、
十
二
月
五
〜
六
日
は
王
府
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）
の
市
公
会
堂
で
公
演
し
、
そ
の
後
米
国
本
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と
さ
れ
（『
羅
府
新
報
』
大
正
十
五
年
十
一
月
十
五
日
記
事
）、
阿
古
屋
の
三
曲
を
披
露
し
た
。

ハ
ワ
イ
で
も
『
阿
古
屋
の
琴
責
』
は
「
今
晩
の
出
し
物
で
は
之
が
一
番
、
布
哇
で
は
又
と
容
易

に
見
る
事
の
出
来
ぬ
芝
居
だ
」（『
布
哇
報
知
』
昭
和
二
年
三
月
二
日
記
事
）
と
注
目
さ
れ
て
い

る
。『
日
高
川
』の
人
形
振
り
は「
大
出
来
」で「
見
物
は
何
れ
も
大
満
足
」を
し
、『
時
雨
の
炬
燵
』

で
は
お
さ
ん
と
小
春
の
二
役
を
勤
め
た
（『
羅
府
新
報
』
大
正
十
五
年
十
一
月
十
四
日
記
事
）。

　

こ
の
興
行
で
松
尾
が
得
た
利
益
は
「
米
ド
ル
で
五
十
万
ド
ル
、
当
時
日
本
円
は
一
ド
ル
に
対

し
、
二
円
余
で
あ
っ
た
か
ら
、
現
在
の
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
と
約
三
億
円
に
相
当
す
る
巨
額

な
も
の
で
あ
っ
た
」　（16）

と
い
う
。
松
尾
の
手
腕
の
す
ご
さ 

を
示
す
数
字
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
柳
の
下
を
ね
ら
っ
て
、
松
尾
国
三
・
中
山
延
見
子
の
一
座
は
再
び
渡
米
し
た
。

松
尾
は
昭
和
六
年
の
春
に
、
日
米
興
行
社
か
ら
再
度
の
渡
米
の
依
頼
を
受
け
た
。
日
本
も
米
国

も
不
景
気
だ
っ
た
が
、
日
本
に
比
べ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
の
で
は
と
強
気
に
考
え
た
松
尾

は
、
五
十
人
の
一
座
を
結
成
し
た

　（17）

。
こ
の
一
座
に
は
、
の
ち
の
三
河
屋
市
川
市
蔵
や
、
義

理
の
弟
岩
井
小
紫
も
参
加
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
出
航
は
、
松
尾
に
よ
れ
ば
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
五
月
二
十
八
日
と
あ
る
が
、
米
国

滞
在
中
に
満
洲
事
変
が
勃
発
し
た
と
あ
り 

、『
新
世
界
』
や
『
羅
府
新
報
』
に
は
昭
和
六
年
に
彼

ら
の
公
演
記
事
が
載
る
の
で
、
や
は
り
二
度
目
の
渡
米
は
昭
和
六
年 

で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
発
表

し
た
拙
稿 　（18）

で
、
彼
ら
の
二
度
目
の
渡
米
に
つ
い
て
、
昭
和
六
年
と
七
年
と
、
記
述
が
二
転

三
転
し
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
訂
正
し
、
確
定
し
た
い
。
ま
た
、
同
年
六
月
四
日
の
『
新
世
界
』

記
事
に
六
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
公
演
し
て
い
る
の
で
、｢

五
月
二
十
八
日｣

も
、
出
航
日
で
は
な
く
入
港
日
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
行
が
乗
船
し
た
の
は
秩
父
丸
で
あ
る
。
船
上
で
は
乗
客
の
「
隠
し
芸
」
が
行
わ
れ
た
が
、

彼
ら
は
、
本
公
演
で
上
演
予
定
だ
っ
た
延
見
子
の
出
し
物
『
娘
道
成
寺
』
を
舞
台
稽
古
の
つ
も

り
で
上
演
し
た
。
長
唄
二
梃
二
枚
、
所
化
四
人
が
出
る
と
舞
台
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
新
調

し
た
衣
裳
の
見
事
さ
、
引
抜
の
鮮
や
か
さ
、
延
見
子
の
見
事
な
舞
踊
で
、
大
喝
采
だ
っ
た
と
い

う
　（19）

。
こ
の
と
き
の
こ
と
は
藤
田
栄
（
の
ち
の
市
川
市
蔵
）
も
娘
の
多
恵
子
（
岩
井
小
紫
）
た

ち
に
よ
く
語
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
に
到
着
し
た
一
座
は
、
六
月
か
ら
興
行
を
開
始
し
た
。
六
月
五
〜
八

日
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
の
公
演
の
の
ち
は
、
十
六
日
に
は
デ
レ
ー
ノ
、

十
九
〜
二
十
二
日
の
四
日
間
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
和
ホ
ー
ル
、
二
十
三
〜
二
十
四
日
は
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
の
日
本
ホ
ー
ル
、
二
十
六
〜
二
十
七
日
は
ガ
ー
デ
ナ
の
大
和
座
、
七
月
十
五
〜
十
六

日
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
仏
教
会
、
十
七
〜
十
九
日
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ホ
ー
ル
、

二
十
〜
二
十
一
日
は
フ
レ
ズ
ノ
の
日
本
ホ
ー
ル
な
ど
で
、
七
月
二
十
三
〜
二
十
五
日
は
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
大
和
ホ
ー
ル
で
の
御
名
残
興
行
を
行
っ
た
。
そ
の
後
八
月
六
日
に
ハ
ワ
イ
に
渡
り
、

七
日
の
ホ
ノ
ル
ル
日
本
館
を
皮
切
り
に
ハ
ワ
イ
各
地
を
巡
業
し
、
八
月
二
十
八
日
〜
九
月
一
日

の
オ
ア
フ
劇
場
で
千
秋
楽
を
打
っ
た

　（20）

。

　

ハ
ワ
イ
で
の
興
行
は
成
功
し
た
よ
う
だ
が
、
米
国
本
土
で
の
興
行
は
「
不
景
気
に
呪
わ
れ
て

観
客
は
豫
想
程
に
は
な
か
っ
た
」、｢

不
景
気
と
は
い
え
両
夜
と
も
余
り
淋
し
い
見
物
人
で
あ
つ

た
（『
羅
府
新
報
』
六
月
十
六
日
、
二
十
八
日
記
事
）
と
あ
る
よ
う
に
、
渡
米
当
初
か
ら
、
前
回

の
よ
う
な
大
入
り
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
前
回
同
様
、
衣
裳
は
完
備
し
、
電
気
応

用
大
仕
掛
け
を
準
備
し
、
前
回
よ
り
も
腕
こ
き
の
役
者
を
揃
え
、
今
回
は
「
米
人
方
面
へ
も
進

出
し
た
い
」
と
松
尾
は
意
気
込
ん
で
い
た
。
出
し
物
は
『
実
録
先
代
萩
』『
土
屋
主
税
』『
娘
道
成

寺
』
そ
の
他
、『
石
切
梶
原
』『
松
王
下
屋
敷
』『
心
中
天
網
島　

河
庄
』『
鳥
辺
山
心
中
』『
三
勝

半
七　

あ
か
ね
染
』『
八
百
屋
お
七
』『
芦
屋
道
満　

葛
の
葉
子
別
れ
』『
お
千
代
半
兵
衛
』『
根
引

の
門
松
』『
供
奴
』『
朝
顔
日
記
』『
本
朝
廿
四
孝
』『
伊
勢
音
頭
』『
野
晒
し
吾
助
』、『
弥
次
喜
多

膝
栗
毛
』『
新
作
所
作
事
墨
塗
り
』『
新
作
所
作
事 

月
の
玉
川
お
兼
さ
ら
し
』『
浪
花
侠
客
』『
押

し
か
け
花
嫁
』
な
ど
、
前
回
掛
け
な
か
っ
た
演
目
を
演
じ
た
。
と
く
に
新
作
狂
言
は
「
軽
い
喜

劇
物
」
で
あ
り
、
そ
の
他
『
弥
次
喜
多
』
の
よ
う
に
、
笑
え
る
演
目
も
ず
い
ぶ
ん
採
り
入
れ
、

集
客
を
狙
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ハ
ワ
イ
興
行
の
後
、
松
尾
は
も
う
一
度
米
国
本
土
で
の
公
演
を
考
え
た
よ
う
だ
が
、
七
月
の

平
壌
事
件
以
後
、
排
日
運
動
が
高
ま
っ
た
本
土
で
は
日
本
人
の
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に

な
っ
て
お
り
、
松
尾
と
延
見
子
と
義
太
夫
連
だ
け
が
本
土
に
渡
り
、
そ
の
他
の
劇
団
員
は
帰
国

し
た
。
足
か
け
五
ヶ
月
の
公
演
活
動
だ
っ
た
。
こ
の
公
演
中
、
手
先
の
器
用
だ
っ
た
市
川
市
蔵

は
団
員
の
髪
の
毛
の
散
髪
を
し
た
と
い
い
、
ま
た
、
ロ
ー
マ
字
も
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
あ
る
。

　

当
時
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
は
歌
舞
伎
を
演
ず
る
日
系
人
少
女
た
ち
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
チ
ン

コ
芝
居
の
、
山
村
少
女
劇
団
と
称
す
る
劇
団
が
あ
っ
た
。
米
国
本
土
に
戻
っ
た
松
尾
と
延
見
子

は
、
こ
の
劇
団
の
少
女
た
ち
を
指
導
し
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
で
十
月
か
ら
十
一
月
に
公
演
し

た
。
と
き
に
は
延
見
子
も
出
演
し
た
。
十
一
月
七
〜
八
日
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
仏
教
会
ホ
ー
ル
で

の
公
演
（『
日
米
新
聞
』
十
一
月
五
日
記
事
な
ど
）
を
終
え
て
、
二
人
は
帰
国
の
途
に
つ
い
た
と

松竹大歌舞伎以前に海外公演をした歌舞伎役者たち

土
を
北
上
し
て
、
十
二
月
十
一
〜
十
三
日
は
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
キ
ヤ
シ
ノ
座
で
興

行
を
打
っ
た
。

　

松
尾
に
よ
れ
ば
そ
の
後
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
行
き
、
十
二
月
二
十
五
日
は
シ
ア
ト
ル
で
公
演

が
予
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

　（11）

。
と
こ
ろ
が
、大
正
天
皇
崩
御
の
知
ら
せ
が
入
っ
た
。「
二

度
と
こ
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
シ
ア
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
せ
め
て
、
き
ょ

う
だ
け
で
も
芝
居
の
幕
を
明
け
る
の
が
情
で
は
な
い
か
」
と
松
尾
は
苦
慮
し
た
が
、「
わ
れ
わ

れ
は
日
本
人
で
あ
る
」
か
ら
喪
に
服
す
べ
き
と
、
公
演
を
中
止
し
た
。
舞
台
で
中
止
の
挨
拶
を

し
、
気
持
ち
を
説
明
し
、
必
ず
シ
ア
ト
ル
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
約
束
す
る
と
、
日
系
人
た
ち

も
納
得
を
し
て
一
緒
に
黙
祷
を
捧
げ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
二
十
一
日
間
を
喪
に
服
し
た
と
松

尾
は
記
録
し
て
い
る
が

　（12）

、『
新
世
界
』
大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
八
日
の
宣
伝
に
は
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
昭
和
二
年
正
月
元
日
か
ら
三
日
ま
で
、
八
〜
九
日
は
ス
ト
ッ

ク
ト
ン
、
十
〜
十
一
日
に
は
フ
レ
ズ
ノ
で
の
「
お
名
残
興
行
」
の
予
定
が
載
る
。
そ
の
中
止
を

知
ら
せ
る
記
事
は
な
く
、
一
月
十
日
ま
で
毎
日
の
よ
う
に
宣
伝
文
が
載
っ
た
。
喪
に
服
し
た
の

は
七
日
間
程
度
で
、
シ
ア
ト
ル
の
公
演
の
み
中
止
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

年
が
明
け
た
昭
和
二
年
一
月
十
四
〜
十
六
日
の
三
日
間
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
二
回
目
の

興
行
で
、「
お
名
残
り
興
行
」
が
西
本
願
寺
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。『
羅
府
新
報
』
一
月
十
六
日

記
事
に
は
「
式
三
番
か
ら
先
代
萩
、
梅
忠
封
印
切
り 

何
れ
も
大
受
け
で
特
に
子
供
が
上
出
来

だ
っ
た
が
ウ
イ
ー
キ
ー
デ
ー
に
拘
ら
ず
可
な
り
の
入
り
で
土
日
両
日
の
大
入
り
盛
況
が
想
像
さ

れ
た
」
と
記
さ
れ
る
。
二
日
目
も
「
大
人
気
で
大
入
り
」（
同
紙
一
月
十
七
日
記
事
）。
同
紙
一

月
十
八
日
紙
面
に
は
、
千
秋
楽
に
つ
い
て
「
劇
界
に
刺
戟
を
與
へ
て
延
十
郎
一
行
引
揚
げ
」
の

見
出
し
が
踊
り
、『
本
蔵
下
屋
敷
』
も
『
す
し
屋
』
も
良
か
っ
た
が
「
本
社
で
募
集
し
た
筯
師
氏

の
『
情
夫
殺
し
』
も
素
晴
ら
し
い
出
来
で
脚
本
も
良
く
俳
優
も
十
二
分
に
役
役
を
仕
生
か
し
感

動
と
喝
采
を
博
し
た
」
と
あ
る
。 『
情
夫
殺
し
』
は
先
に
述
べ
た
、
一
般
公
募
に
よ
る
新
作
狂
言

で
あ
る
。
さ
ら
に
千
秋
楽
の
翌
日
、
一
月
十
七
日
の
月
曜
日
に
は
、
義
太
夫
の
花
菱
太
夫
と
竹

之
助
が
「
當
地
の
デ
ン
〳
〵
連
が
お
名
残
に
と
て
」、 

義
太
夫
愛
好
家
の
発
表
公
演
の
最
後
に
、

『
紙
屋
治
兵
衛
』
を
語
る
と
い
う
、
素
義
会
を
催
し
た
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
出
発
し
た
一
行
は
一
月
二
十
一
日
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
興
行
を

打
っ
た
。
こ
の
時
に
は
元
米
国
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
夫
人
か
ら
の
招
待
を
受
け
自
宅
を
訪
問

し
た

　（13）

。
彼
女
は
日
本
び
い
き
で
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
二
十
八
〜
三
十
一
日
は
シ
ア
ト
ル
の
日
本
館
ホ
ー
ル
で
最
後
の
公
演
を
し
た
（
シ

ア
ト
ル
邦
字
新
聞
『
大
北
日
報
』
一
月
二
十
六
〜
三
十
一
日
記
事
と
宣
伝
文
）。
シ
ア
ト
ル
の

人
々
に
「
必
ず
戻
っ
て
き
ま
す
」
と
い
う 

昨
年
十
二
月
に
交
わ
し
た
約
束
を
果
た
し
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
三
十
一
日
は
日
延
べ
の
追
加
公
演
だ
っ
た
が
、
シ
ア
ト
ル
小
児
園
新
築
資
金
へ
寄

附
の
た
め
の
公
演
で
あ
っ
た
。

　

一
行
は
シ
ア
ト
ル
を
発
ち
、
ハ
ワ
イ
に
到
着
。
昭
和
二
年
二
月
二
十
六
日
〜
三
月
五
日
ま
で

の
七
日
間

　（14）

、
ホ
ノ
ル
ル
の
日
本
館
で
公
演
し
た
（
ハ
ワ
イ
邦
字
新
聞
『
布
哇
報
知
』
二
月

二
十
四
日
宣
伝
文
）。
同
紙
二
月
二
十
六
日
記
事
で
は
「
来
ぬ
前
か
ら
大
評
判
」
で
、
ホ
ノ
ル
ル

だ
け
で
各
地
で
の
公
演
が
な
い
こ
と
か
ら
「
芝
居
好
き
は
耕
地
か
ら
も
大
分
出
か
け
て
来
る
模

様
」
と
報
じ
て
い
る
。
同
紙
三
月
一
日
の
宣
伝
に
は
「
連
夜
の
満
員
」
と
記
さ
れ
、
二
日
の
記

事
で
は
、
地
方
か
ら
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
「
人
気
湧
く
大
歌
舞
伎　

昨
夜
は
七
時
半
に
大
入

り
札
止
め
」
の
盛
況
で
あ
っ
た
と
報
じ
た
。
三
月
四
日
の
公
演
も
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
入

り
だ
っ
た
（
同
紙
三
月
五
日
記
事
）。
同
じ
場
所
で
の
興
行
で
あ
る
た
め
、
四
の
替
り
ま
で
演

目
を
変
え
て
上
演
し
た
。
同
紙
三
月
二
日
の
「
歌
舞
伎
芝
居
三
日
目
合
評
」
で
は
、
囃
子
方
、

下
座
の
不
備
や
、
舞
台
も
花
道
も
狭
い
と
の
注
文
が
つ
く
が
、
延
十
郎
、
延
見
子
そ
の
他
俳
優

陣
の
演
技
に
は
高
評
価
が
多
く
、
ま
た
、
小
道
具
類
も
持
参
し
て
い
る
の
で
「
此
處
で
見
ら
れ

な
い
揃
つ
た
も
の
」
と
満
足
度
の
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
紙
三
月
九
日
記
事
に
よ
れ

ば
、
好
劇
家
の
懇
望
に
よ
り
九
日
十
日
の
両
夜
、
日
本
館
で
お
名
残
興
行
が
行
わ
れ
た
。
そ
し

て
一
行
は
三
月
十
一
日
に
ピ
ア
ス
号
で
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
ほ
ぼ
五
ヶ
月
の
公
演
活
動
だ
っ

た
。

　

 

こ
の
一
連
の
米
国
公
演
で
は
す
べ
て
歌
舞
伎
演
目
が
上
演
さ
れ
た
。
新
聞
紙
上
か
ら
書
き
出

し
て
み
よ
う
（
順
不
同
）　（15）

。『
寿
三
番
叟
』『
引
抜
鞍
馬
だ
ん
ま
り
』『
鳥
辺
山
心
中
』『
壇
浦
兜

軍
記　

阿
古
屋
琴
責
の
場
』『
義
士
外
伝　

土
屋
主
税
』『
木
村
長
門
守
血
判
取
』『
良
弁
杉
由
来
』

『
輝
虎
配
膳
』『
恋
飛
脚
大
和
往
来　

新
町
越
後
屋
の
場
』『
伽
羅
先
代
萩　

竹
之
間
よ
り
御
殿
床

下
ま
で
』『
梅
川
忠
兵
衛　

封
印
切
り
』『
本
蔵
下
屋
敷
』『
紙
屋
治
兵
衛　

時
雨
の
炬
燵
』『
神
崎

与
五
郎
東
下
り
』『
京
人
形
』『
加
賀
見
山　

敵
討
ま
で
四
幕
』『
つ
づ
れ
の
錦　

春
藤
次
郎
右
衛

門　

大
安
寺
堤
』『
大
石
内
蔵
助　

南
部
坂
雪
の
別
れ
』『
日
高
川
』『
義
経
千
本
桜　

す
し
屋
』『
艶

姿
女
舞
衣　

酒
屋
』『
情
夫
殺
し
（
羅
府
新
報
当
選
懸
賞
脚
本
に
よ
る
新
作
）』
な
ど
で
、
最
後

の
現
地
で
公
募
し
た
脚
本
以
外
は
す
べ
て
歌
舞
伎
演
目
で
、
剣
戟
系
演
目
は
全
く
入
っ
て
い
な

い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
『
阿
古
屋
の
琴
責
』
は
「
延
見
子
の
得
意
も
の
」
で
、「
好
劇
家
連
の
興
味
を
そ
ゝ
っ
て
」
い
る
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と
さ
れ
（『
羅
府
新
報
』
大
正
十
五
年
十
一
月
十
五
日
記
事
）、
阿
古
屋
の
三
曲
を
披
露
し
た
。

ハ
ワ
イ
で
も
『
阿
古
屋
の
琴
責
』
は
「
今
晩
の
出
し
物
で
は
之
が
一
番
、
布
哇
で
は
又
と
容
易

に
見
る
事
の
出
来
ぬ
芝
居
だ
」（『
布
哇
報
知
』
昭
和
二
年
三
月
二
日
記
事
）
と
注
目
さ
れ
て
い

る
。『
日
高
川
』の
人
形
振
り
は「
大
出
来
」で「
見
物
は
何
れ
も
大
満
足
」を
し
、『
時
雨
の
炬
燵
』

で
は
お
さ
ん
と
小
春
の
二
役
を
勤
め
た
（『
羅
府
新
報
』
大
正
十
五
年
十
一
月
十
四
日
記
事
）。

　

こ
の
興
行
で
松
尾
が
得
た
利
益
は
「
米
ド
ル
で
五
十
万
ド
ル
、
当
時
日
本
円
は
一
ド
ル
に
対

し
、
二
円
余
で
あ
っ
た
か
ら
、
現
在
の
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
と
約
三
億
円
に
相
当
す
る
巨
額

な
も
の
で
あ
っ
た
」　（16）

と
い
う
。
松
尾
の
手
腕
の
す
ご
さ 

を
示
す
数
字
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
の
柳
の
下
を
ね
ら
っ
て
、
松
尾
国
三
・
中
山
延
見
子
の
一
座
は
再
び
渡
米
し
た
。

松
尾
は
昭
和
六
年
の
春
に
、
日
米
興
行
社
か
ら
再
度
の
渡
米
の
依
頼
を
受
け
た
。
日
本
も
米
国

も
不
景
気
だ
っ
た
が
、
日
本
に
比
べ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
の
で
は
と
強
気
に
考
え
た
松
尾

は
、
五
十
人
の
一
座
を
結
成
し
た

　（17）

。
こ
の
一
座
に
は
、
の
ち
の
三
河
屋
市
川
市
蔵
や
、
義

理
の
弟
岩
井
小
紫
も
参
加
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
出
航
は
、
松
尾
に
よ
れ
ば
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
五
月
二
十
八
日
と
あ
る
が
、
米
国

滞
在
中
に
満
洲
事
変
が
勃
発
し
た
と
あ
り 

、『
新
世
界
』
や
『
羅
府
新
報
』
に
は
昭
和
六
年
に
彼

ら
の
公
演
記
事
が
載
る
の
で
、
や
は
り
二
度
目
の
渡
米
は
昭
和
六
年 
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
発
表

し
た
拙
稿 　（18）

で
、
彼
ら
の
二
度
目
の
渡
米
に
つ
い
て
、
昭
和
六
年
と
七
年
と
、
記
述
が
二
転

三
転
し
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
訂
正
し
、
確
定
し
た
い
。
ま
た
、
同
年
六
月
四
日
の
『
新
世
界
』

記
事
に
六
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
公
演
し
て
い
る
の
で
、｢

五
月
二
十
八
日｣

も
、
出
航
日
で
は
な
く
入
港
日
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
行
が
乗
船
し
た
の
は
秩
父
丸
で
あ
る
。
船
上
で
は
乗
客
の
「
隠
し
芸
」
が
行
わ
れ
た
が
、

彼
ら
は
、
本
公
演
で
上
演
予
定
だ
っ
た
延
見
子
の
出
し
物
『
娘
道
成
寺
』
を
舞
台
稽
古
の
つ
も

り
で
上
演
し
た
。
長
唄
二
梃
二
枚
、
所
化
四
人
が
出
る
と
舞
台
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、
新
調

し
た
衣
裳
の
見
事
さ
、
引
抜
の
鮮
や
か
さ
、
延
見
子
の
見
事
な
舞
踊
で
、
大
喝
采
だ
っ
た
と
い

う
　（19）

。
こ
の
と
き
の
こ
と
は
藤
田
栄
（
の
ち
の
市
川
市
蔵
）
も
娘
の
多
恵
子
（
岩
井
小
紫
）
た

ち
に
よ
く
語
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
に
到
着
し
た
一
座
は
、
六
月
か
ら
興
行
を
開
始
し
た
。
六
月
五
〜
八

日
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
の
公
演
の
の
ち
は
、
十
六
日
に
は
デ
レ
ー
ノ
、

十
九
〜
二
十
二
日
の
四
日
間
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
和
ホ
ー
ル
、
二
十
三
〜
二
十
四
日
は
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
の
日
本
ホ
ー
ル
、
二
十
六
〜
二
十
七
日
は
ガ
ー
デ
ナ
の
大
和
座
、
七
月
十
五
〜
十
六

日
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
仏
教
会
、
十
七
〜
十
九
日
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ホ
ー
ル
、

二
十
〜
二
十
一
日
は
フ
レ
ズ
ノ
の
日
本
ホ
ー
ル
な
ど
で
、
七
月
二
十
三
〜
二
十
五
日
は
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
大
和
ホ
ー
ル
で
の
御
名
残
興
行
を
行
っ
た
。
そ
の
後
八
月
六
日
に
ハ
ワ
イ
に
渡
り
、

七
日
の
ホ
ノ
ル
ル
日
本
館
を
皮
切
り
に
ハ
ワ
イ
各
地
を
巡
業
し
、
八
月
二
十
八
日
〜
九
月
一
日

の
オ
ア
フ
劇
場
で
千
秋
楽
を
打
っ
た

　（20）

。

　

ハ
ワ
イ
で
の
興
行
は
成
功
し
た
よ
う
だ
が
、
米
国
本
土
で
の
興
行
は
「
不
景
気
に
呪
わ
れ
て

観
客
は
豫
想
程
に
は
な
か
っ
た
」、｢

不
景
気
と
は
い
え
両
夜
と
も
余
り
淋
し
い
見
物
人
で
あ
つ

た
（『
羅
府
新
報
』
六
月
十
六
日
、
二
十
八
日
記
事
）
と
あ
る
よ
う
に
、
渡
米
当
初
か
ら
、
前
回

の
よ
う
な
大
入
り
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
前
回
同
様
、
衣
裳
は
完
備
し
、
電
気
応

用
大
仕
掛
け
を
準
備
し
、
前
回
よ
り
も
腕
こ
き
の
役
者
を
揃
え
、
今
回
は
「
米
人
方
面
へ
も
進

出
し
た
い
」
と
松
尾
は
意
気
込
ん
で
い
た
。
出
し
物
は
『
実
録
先
代
萩
』『
土
屋
主
税
』『
娘
道
成

寺
』
そ
の
他
、『
石
切
梶
原
』『
松
王
下
屋
敷
』『
心
中
天
網
島　

河
庄
』『
鳥
辺
山
心
中
』『
三
勝

半
七　

あ
か
ね
染
』『
八
百
屋
お
七
』『
芦
屋
道
満　

葛
の
葉
子
別
れ
』『
お
千
代
半
兵
衛
』『
根
引

の
門
松
』『
供
奴
』『
朝
顔
日
記
』『
本
朝
廿
四
孝
』『
伊
勢
音
頭
』『
野
晒
し
吾
助
』、『
弥
次
喜
多

膝
栗
毛
』『
新
作
所
作
事
墨
塗
り
』『
新
作
所
作
事 

月
の
玉
川
お
兼
さ
ら
し
』『
浪
花
侠
客
』『
押

し
か
け
花
嫁
』
な
ど
、
前
回
掛
け
な
か
っ
た
演
目
を
演
じ
た
。
と
く
に
新
作
狂
言
は
「
軽
い
喜

劇
物
」
で
あ
り
、
そ
の
他
『
弥
次
喜
多
』
の
よ
う
に
、
笑
え
る
演
目
も
ず
い
ぶ
ん
採
り
入
れ
、

集
客
を
狙
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ハ
ワ
イ
興
行
の
後
、
松
尾
は
も
う
一
度
米
国
本
土
で
の
公
演
を
考
え
た
よ
う
だ
が
、
七
月
の

平
壌
事
件
以
後
、
排
日
運
動
が
高
ま
っ
た
本
土
で
は
日
本
人
の
外
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に

な
っ
て
お
り
、
松
尾
と
延
見
子
と
義
太
夫
連
だ
け
が
本
土
に
渡
り
、
そ
の
他
の
劇
団
員
は
帰
国

し
た
。
足
か
け
五
ヶ
月
の
公
演
活
動
だ
っ
た
。
こ
の
公
演
中
、
手
先
の
器
用
だ
っ
た
市
川
市
蔵

は
団
員
の
髪
の
毛
の
散
髪
を
し
た
と
い
い
、
ま
た
、
ロ
ー
マ
字
も
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
あ
る
。

　

当
時
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
は
歌
舞
伎
を
演
ず
る
日
系
人
少
女
た
ち
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
チ
ン

コ
芝
居
の
、
山
村
少
女
劇
団
と
称
す
る
劇
団
が
あ
っ
た
。
米
国
本
土
に
戻
っ
た
松
尾
と
延
見
子

は
、
こ
の
劇
団
の
少
女
た
ち
を
指
導
し
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
で
十
月
か
ら
十
一
月
に
公
演
し

た
。
と
き
に
は
延
見
子
も
出
演
し
た
。
十
一
月
七
〜
八
日
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
仏
教
会
ホ
ー
ル
で

の
公
演
（『
日
米
新
聞
』
十
一
月
五
日
記
事
な
ど
）
を
終
え
て
、
二
人
は
帰
国
の
途
に
つ
い
た
と

松竹大歌舞伎以前に海外公演をした歌舞伎役者たち
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ミ
の
反
応
か
ら
は
、
日
本
側
か
ら
の
視
点
、
別
の
側
面
、
思
惑
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
新
世
界
』
の
昭
和
三
年
一
月
二
十
二
日
記
事
で
は
「
古
典
的
で
優
美
な
日
本
の
歌
舞
伎
が
紹

介
さ
れ
る
と
云
う
の
で
當
地
の
米
人
好
劇
家
は
非
常
な
興
味
を
以
つ
て
開
催
日
、
廿
四
、
廿
五

の
両
夜
を
待
つ
て
居
り
一
つ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
き
起
こ
し
て
ゐ
る
観
が
あ
る
」
と
記
さ

れ
る
。
演
目
は
初
日
が
『
実
録
先
代
萩　

忠
節
女
夫
松
』『
土
屋
主
税
』、
二
日
目
が
『
大
岡
政

談　

徳
川
天
一
坊
』『
菅
原
伝
授
手
習
鑑　

寺
子
屋
』
を
演
じ
た
。
同
紙
に
よ
れ
ば
「
前
景
気
は

非
常
な
も
の
で
日
本
劇
の
優
美
と
深
刻
は
右
田
次
一
座
の
藝
と
相
俟
つ
て
米
人
に
多
大
な
る
好

印
象
を
刻
印
す
可
く
右
田
次
も
フ
エ
ア
モ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
内
の
晴
の
舞
薹
に
た
ち
日
本
藝
術
の

粋
を
米
人
に
紹
介
す
る
の
で
あ
る
か
ら
特
に
力
を
入
れ
て
熱
心
に
演
じ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る

と
」
と
あ
る
。
日
本
協
会
幹
事
の
レ
ー
ス
夫
人
は
「
今
回
の
催
し
は
各
方
面
の
賛
同
を
得
た
た

め
、
豫
期
以
上
の
好
評
で
既
に
二
晩
開
演
す
る
中
前
夜
の
観
覧
席
は
全
部
賣
り
切
れ
、
第
二
夜

の
席
も
續
々
申
込
み
が
あ
り
其
の
中
に
は
ク
ラ
ッ
カ
ー
夫
人
を
始
め
市
の
社
交
界
の
重
だ
っ
た

人
々
か
ら
申
し
込
み
が
あ
る
の
で
如
何
に
今
回
の
催
し
が
廣
く
興
味
を
も
た
れ
た
か
わ
か
り
ま

せ
ん
」
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事
館
の
中
島
薫
氏
が
チ
ケ
ッ
ト

の
販
売
を
担
当

　（26）

す
る
な
ど
、
か
な
り
の
力
の
入
れ
よ
う
で
あ
る
。
レ
ー
ス
夫
人
は
上
演
前

に
歌
舞
伎
に
関
し
て
の
解
説
も
し
た
よ
う
で
あ
る
（『
新
世
界
』
一
月
二
十
四
日
記
事
）。
中
島

氏
と
レ
ー
ス
夫
人
に
よ
り
、
事
前
に
英
文
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
ら
れ
た

　（27）

こ
と
も
あ
り
「
政

界
及
實
業
界
ノ
有
力
者
、
社
交
界
ノ
重
立
ル
者
大
学
教
授
及
学
生
藝
術
家
批
評
家
及
新
聞
記
者

等
ヲ
網
羅
シ
約
千
五
百
名
」
が
観
覧
し
、
両
日
と
も
満
員
だ
っ
た
。
一
座
の
舞
台
は
極
め
て
好

評
で
、
当
時
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
交
響
楽
団
の
指
揮
者
で
、
著
名
な
音
楽
家
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ヘ
ル
ツ
氏
は
、「
始

(
マ
マ
)メ

テ
日
本
ノ
真
正
ノ
藝
術
ヲ
見
物
シ
タ
」
と
総
領
事
の
井
田
守
三
に
賞
讃

の
言
葉
を
残
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
英
字
新
聞
各
紙
も
こ
ぞ
っ
て
好
意
的
な
評
を
載
せ

 

て
い
る

　（28）

。
右
田
次
一
座
の
澤
村
宗
七
郎
も
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
答
え
「
最
初
は
在
留
邦
人
相

手
の
積
も
り
で
し
た
が
、
非
常
な
人
気
を
と
り
（
中
略
）
外
國
人
観
客
の
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

殊
に
排
日
紙
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ク
ロ
ニ
ク
ル
さ
へ
寫
眞
入
り
の
劇
評
記
事
を
三
日
間
に
亘
つ

て
載
せ
て
呉
れ
た
の
は
意
外
で
す
」　（29）

と
述
べ
て
い
る
。『
新
世
界
』
一
月
二
十
五
日
記
事
で

も
「
東
洋
の
優
美
な
古
典
劇
を
見
や
う
と
待
ち
に
待
つ
て
居
た
米
人
観
客
に
と
つ
て
右
田
次
一

座
の
藝
は
繊
細
に
し
て
優
雅
而
も
深
刻
味
を
帯
び
て
居
る
の
で
非
常
に
興
味
深
く
一
挙
一
動
観

客
を
魅
し
盡
さ
ず
に
は
置
か
ぬ
と
言
ふ
有
様
で
好
評
沸
く
が
如
く
初
日
満
員
の
大
人
気
に
主
催

者
は
大
い
に
喜
び
満
足
し
て
居
る
」
と
記
さ
れ
た
。
一
月
二
十
六
日
の
記
事
で
は
「
米
人
の
耳

に
は
不
可
思
議
な
囃
子
の
内
に
幕
が
開
く
と
興
味
に
輝
く
観
客
の
眼
の
前
に 

目
醒
め
る
ば
か
り

の
美
し
い
三
番
叟
が
現
出
し
幽

(
マ
マ
)し

く
も
雅
致
に
富
む
そ
の
舞
踊
に
聴
衆
は
早
く
も
魅
さ
れ
其
が

終
わ
る
と
称
讃
感
嘆
の
聲
は
一
し
き
り
止
ま
な
か
つ
た
」。『
土
屋
主
税
』
で
も
「
一
座
の
洗
練

さ
れ
し
藝
を
軽
重
両
方
面
の
気
分
に
現
し
日
本
語
を
解
せ
ぬ
米
人
の
前
に
立
派
に
や
つ
て
の
け

て
此
れ
も
大
成
功
で
米
人
達
は
何
れ
も
歌
舞
伎
の
妙
技
を
味
」
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
公
演
に
続
い
て
二
月
二
日
、
桑
港
日
本
人
会
主
催
、
日
米
興
行
会
社
・
布
哇
大
和
興
行

社
提
供
の
「
大
坂
大
歌
舞
伎　

市
川
右
田
次
一
座　

学
園
寄
附
演
藝
會
」
の
公
演
が
、「
邦
語
学

園
」
の
金
門
学
園
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
（『
新
世
界
』
一
月
三
十
一
日
宣
伝
文
）。
同
紙
二
月
二

日
記
事
に
よ
れ
ば
「
今
回
は
加
州
大
学
ド
ラ
マ
科
の
教
授
で
最
近
欧
州
藝
術
視
察
よ
り
帰
桑
せ

る
テ
ム
ヒ
ユ
ー
氏
や
、
同
校
美
術
家
連
の
一
行
十
五
六
名
と
當
市
一
流
の
劇
評
家
連
三
十
餘
名

が
レ
ー
ス
夫
人
と
共
に
総
見
物
を
す
る
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
是
れ
で
歌
舞
伎
の
真
價
は
米
人
社

会
に
一
の
興
味
か
ら
更
に
研
究
態
度
に
進
ん
で
来
た
譯
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
米
国
人

観
劇
者
た
ち
の
態
度
は
静
粛
で
あ
っ
た
た
め
、
芝
居
情
緒
を
削
が
ぬ
よ
う
、
喧
噪
を
避
け
る
た

め
に
子
供
は
同
伴
し
な
い
よ
う
に
と
呼
び
か
け
て
い
る
。「
古
典
芸
能
」
と
し
て
の
歌
舞
伎
を

貶
め
な
い
よ
う
、
日
系
人
達
に
釘
を
刺
し
た
も
の
と
み
え
る
。

　

延
十
郎
・
延
見
子
の
一
座
は
日
系
人
中
心
に
興
行
を
組
み
立
て
て
成
功
を
収
め
た
が
、
右
田

次
一
座
の
公
演
は
総
領
事
館
や
日
本
協
会
の
肝
い
り
だ
っ
た
の
で
、
米
国
人
に
も
歌
舞
伎
を
鑑

賞
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
歌
舞
伎
の
「
芸
術
性
の
高
い
日
本
が
誇
る
古
典
芸
能
」

と
し
て
の
価
値
を
米
国
人
に
認
め
さ
せ
た
い
と
い
う
論
調
が
強
い
。
ま
さ
に
文
化
交
流
の
先
鋒

と
し
て
右
田
次
た
ち
の
一
座
は
活
躍
し
た
と
い
え
る
。

　

彼
ら
が
上
演
し
た
演
目
を
順
不
同
で
書
き
出
し
て
み
る
。『
寿
式
三
番
』『
実
録
先
代
萩　

忠

節
夫
婦
松
』『
紙
屋
治
兵
衛　

時
雨
の
炬
燵
』『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』『
大
石
東
下
り
』『
旭
袂
玉
藻

前
三
段
目
』『
彦
山
権
現
誓
助
太
刀
』『
老
後
政
岡
』『
忠
臣
二
度
の
清
書
』『
二

ふ
た
つ

巴ど
も
え

　

石
川
五
右

衛
門　

釡
煎
』『
弁
慶
上
使
』『
義
士
外
伝　

土
屋
主
税
』『
肥
後
駒
下
駄
』『
菅
原
伝
授
手
習
鑑　

寺
子
屋
』『
奥
州
安
達
原　

袖
萩
祭
文
の
場
』『
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
』『
大
岡
政
談　

徳
川
天
一
坊
』

『
摂
州
合
邦
辻
』『
加
賀
見
山
』『
梅
川
忠
兵
衛　

封
印
切
』『
伽
羅
先
代
萩
』『
敷
皮
曾
我
』 『
新
世

話
劇
真
如
』『
お
染
久
松　

野
崎
村
』『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
（
五
段
目
か
ら
七
段
目
）』『
本
蔵
下
屋

敷
』『
岸

き
し
の

姫ひ
め
ま
つ松

轡く
つ
わ

鑑か
が
み』『

鈴
木
主
水
白
糸
噺
』『
木
村
長
門
守
血
判
取
』『
神
霊
矢
口
渡
』『
馬
盥
』『
ど

ん
ど
ろ
大
師
』『
京
人
形
』『
義
経
千
本
桜　

庵
室
よ
り
寿
司
屋
ま
で
』
で
あ
る
。
新
作
は
『
新
世

話
劇
真
如
（
額
田
六
福
作
）』
だ
け
だ
が
、
こ
れ
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
西
本
願
寺
ホ
ー
ル
で
上
演

松竹大歌舞伎以前に海外公演をした歌舞伎役者たち

い
う

　（21）

。 

昭
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
翌
七
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
名
古
屋
歌
舞
伎

座
で
、「
米
国
帰
朝
公
演
」
と
銘
打
っ
て
興
行
し
て
い
る

　（22）

の
で
、
昭
和
六
年
の
年
内
に
帰
国

し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
後
、
日
系
人
に
と
っ
て
は
受
難
の
時
代
に
突
き
進
ん
で
い
き
、
日
本
か
ら
の
芸
人
達
の

渡
米
は
不
可
能
に
な
っ
て
い
っ
た
。

２
、
市
川
右
田
次
一
座

　

再
び
昭
和
二
年
に
時
間
を
戻
そ
う
。

　

市
川
右
團
次
門
下
の
市
川
右
田
次
一
座
も
松
竹
よ
り
も
前
に
海
を
渡
っ
て
い
る
。
昭
和
二
年

九
月
一
日
に
横
浜
を
発
ち
、
九
月
十
日
に
ホ
ノ
ル
ル
に
着
い
た

　（23）

。

　
『
布
哇
報
知
』
九
月
十
日
宣
伝
文
に
は
「
本
日
の
天
洋
丸
に
て
来
布　

見
逃
す
な
か
れ　

布
哇

で
二
度
と
見
ら
れ
ぬ
京
阪
撰
抜
名
優
揃　

布
哇
空
前
の
大
興
行　

新
渡
来
大
坂
歌
舞
伎
大
一
座

十
五
名　

名
優
市
川
右
田
次
一
座
御
目
見
得　

来
る
九
月
十
五
日
よ
り
二
十
二
日
ま
で
…
七
日

間　

布
哇
の
興
行
は
ホ
ノ
ル
ル
と
ヒ
ロ
の
二
ケ
所
限
り
」
と
あ
り
、
右
田
次
一
座
の
興
行
が
ホ

ノ
ル
ル
の
日
本
館
で
行
わ
れ
る
と
載
っ
て
い
る
。
興
行
主
は
大
和
興
行
会
社
で
あ
る
。
右
田
次

以
下
の
役
者
は
、
澤
村
宗
七
郎
、
山
村
内
匠
、
尾
上
多
三
郎
、
中
村
志
津
子
（
女
役
者
）、
片

岡
嶋
右
ヱ
門
、
澤
村
徳
昇
。
子
役
は
中
村
房
子
、
市
川
ぼ
た
ん
の
二
名
。
義
太
夫
・
囃
子
方
は

豊
竹
司
組
太
夫
、
成
駒
家
春
吉
（
女
性
）
で
、 

新
聞
紙
面
に
は
、
彼
ら
の
顔
写
真
入
り
で
宣
伝

さ
れ
た

　（24）

。
同
紙
九
月
十
六
日
の
宣
伝
文
に
は
「
初
日
大
入
り
満
員
を
謝
す
」
と
記
さ
れ
、
九

月
十
七
日
か
ら
は
二
の
替
り
で
、
九
月
十
九
日
に
も
大
入
り
満
員
の
謝
辞
が
載
せ
ら
れ
た
。
同

紙
九
月
二
十
日
記
事
で
は
『
老
後
政
岡
』
に
お
い
て
右
田
次
が
勤
め
た
綱
村
公
の
「
重
み
も
よ

し
」、「
宗
七
郎
の
政
岡
、
老
衰
の
し
ぐ
さ
こ
ま
か
く
は
ま
り
役
」
な
ど
の
ほ
か
、
多
三
郎
、
徳
昇
、

山
村
内
匠
の
「
若
手
が
力
一
杯
に
演
ず
る
の
は
気
持
ち
が
よ
い
」
と
各
役
者
の
演
技
を
褒
め
、

「
引
き
締
ま
っ
た
舞
薹
」
と
高
評
価
が
載
る
。
十
九
日
か
ら
は
三
の
替
り
で
「
昨
夜
も
大
出
来
」

（
同
紙
九
月
二
十
一
日
記
事
）
と
評
さ
れ
る
。
二
十
日
か
ら
四
の
替
り
、
二
十
一
日
か
ら
五
の

替
り
が
上
演
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
上
演
さ
れ
た
『
肥
後
駒
下
駄
』
で
は

　

  「
何
と
云
っ
て
も
右
田
次
の
駒
平
が
花
形
、
宗
七
郎
の
中
川
縫
之
助
も
申
し
分
の
な
い
出
来

榮
で
「
勇
者
の
駒
平
」
と
「
知
者
の
縫
之
助
」
の
異
な
っ
た
性
格
を
よ
く
現
は
し
而
も
両
人
の

藝
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合
ふ
と
こ
ろ
所
に
味
が
あ
る 

内
匠
の
八
坂
源
次
兵
衛
は
珍
し
く
悪
が
利

き
右
田
次 

宗
七
郎
の
「
藝
の
気
合
い
」
を
受
け
返
し
て
ゐ
た
の
は
上
出
来
」

と
細
か
く
評
し
、「
何
と
云
っ
て
も
此
の
一
座
は
粒
が
揃
っ
て
ゐ
る
上
に
、
座
員
一
同
が
汗
だ

ら
〳
〵
の
力
演
見
せ
る
か
ら
嬉
し
い
」
と
高
く
評
価
す
る
一
方
、「
後
者
の
腕
に
比
較
し
て
舞

薹
や
小
道
具
が
見
劣
り
す
る
の
は
気
の
毒
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
二
十
二
日
に
は
「
大
入
御
禮

の
た
め
土
曜
日
ま
で
二
日
間
日
延
べ
」
と
し
、
六
の
替
り
を
上
演
。
二
十
三
日
に
は
七
の
替
り
、

二
十
四
日
は
八
の
替
り
で
、
こ
の
日
が
千
秋
楽
だ
っ
た
。
結
果
と
し
て
九
日
間
の
興
行
と
な
っ

た
。
二
十
三
〜
二
十
四
日
は
新
聞
紙
上
の
割
引
券
を
持
参
す
れ
ば
入
場
料
五
〇
セ
ン
ト
の
割
引

サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
た
。
毎
回
、
非
常
に
高
い
評
価
を
得
、
大
入
り
で
大
盛
況
だ
っ
た
。

　

九
月
二
十
六
日
の
夜
、
マ
ウ
ケ
ナ
ワ
号
で 

馬マ
ウ
イ哇

島
に
渡
り
ワ
イ
ル
ク
で
公
演
、
布
哇
島
に

戻
っ
て
ヒ
ロ
の
有
楽
館
公
演
の
後
、
カ
ウ
ア
イ
島
に
渡
り
リ
フ
ェ
お
よ
び
数
カ
所
で
公
演
し
た

（
同
紙
九
月
二
十
五
日
、
十
月
三
日
、
二
十
七
日
、『
馬
哇
新
聞
』
十
月
三
日
、『
日
布
時
事
』
十

月
十
四
日
記
事
）。
そ
し
て
、
十
月
二
十
八
日
出
帆
の
ピ
ア
ス
号
で
ハ
ワ
イ
か
ら
米
国
本
土
に

向
か
い
、
十
一
月
三
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
乗
り
込
ん
だ
。
十
一
月
五
日
か
ら
金
門
学
園

ホ
ー
ル
の
三
日
間
の
公
演
を
皮
切
り
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
初
め
、
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
、
ウ
ォ
ル

ナ
ッ
ト
グ
ロ
―
ブ
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
、
メ
リ
ス
ビ
ル
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
サ
ン
ノ
ゼ
、
ワ
ト
ソ

ン
ビ
ル
と
精
力
的
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
各
都
市
を
廻
っ
た
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
邦
字
新

聞
『
日
米
新
聞
』『
新
世
界
』
の
十
月
か
ら
十
二
月
の
記
事
）。
年
が
明
け
た
昭
和
三
年
元
日
か

ら
三
日
間
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
西
本
願
寺
ホ
ー
ル
で
正
月
公
演
が
行
わ
れ
（『
羅
府
新
報
』
昭

和
三
年
一
月
一
日
記
事
）、『
日
米
新
聞
』
昭
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
記
事
に
は
、
正
月
興
行

の
た
め
に
衣
裳
を
日
本
か
ら
取
り
寄
せ
、
大
道
具
・
小
道
具
も
新
た
に
準
備
し
て
い
る
と
報
じ

て
い
る
。
こ
の
後
、
数
カ
所
の
地
方
巡
業
（『
日
米
新
聞
』
一
月
五
日
、『
羅
府
新
報
』
一
月

十
二
日
記
事
）
を
行
っ
た
。

　

つ
い
で
、
一
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
の
二
日
間
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
・

ホ
テ
ル
の
「
舞
踏
場
」
ノ
ー
マ
ン
・
ホ
ー
ル
で
公
演
し
た
。
主
催
は
日
本
協
会
（Japan 

Society

）
で
あ
る
。
外
務
省
資
料

　（25）

に
よ
れ
ば
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ー
」
の
会
員
レ
ー
ス
夫
人
（M

rs. Fransis Leis

）
よ
り
「
日
本
藝
術
紹
介
ノ
意
味
ニ
テ
歌

舞
伎
芝
居
ヲ
催
シ
テ
ハ
如
何
」
と
の
発
議
が
あ
り
、「
目
下
米
国
婦
人
及
男
女
学
生
ニ
日
本
研

究
熱
ガ
勃
興
シ
ツ
ツ
」
あ
る
折
か
ら
、
こ
の
催
し
に
よ
り
彼
等
の
間
に
「
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
」

を
起
こ
す
こ
と
は
時
機
に
応
じ
て
い
る
と
、
成
功
を
危
ぶ
む
声
を
抑
え
て
上
演
が
決
定
さ
れ

た
。 

こ
う
し
た
米
国
側
の
動
き
は
、
様
々
な
文
化
や
流
行
が
受
容
さ
れ
、
商
業
娯
楽
が
普
及
し

つ
つ
あ
っ
た
一
九
二
〇
年
代
の
米
国
な
ら
で
は
の
反
応
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
マ
ス
コ
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ミ
の
反
応
か
ら
は
、
日
本
側
か
ら
の
視
点
、
別
の
側
面
、
思
惑
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
新
世
界
』
の
昭
和
三
年
一
月
二
十
二
日
記
事
で
は
「
古
典
的
で
優
美
な
日
本
の
歌
舞
伎
が
紹

介
さ
れ
る
と
云
う
の
で
當
地
の
米
人
好
劇
家
は
非
常
な
興
味
を
以
つ
て
開
催
日
、
廿
四
、
廿
五

の
両
夜
を
待
つ
て
居
り
一
つ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
き
起
こ
し
て
ゐ
る
観
が
あ
る
」
と
記
さ

れ
る
。
演
目
は
初
日
が
『
実
録
先
代
萩　

忠
節
女
夫
松
』『
土
屋
主
税
』、
二
日
目
が
『
大
岡
政

談　

徳
川
天
一
坊
』『
菅
原
伝
授
手
習
鑑　

寺
子
屋
』
を
演
じ
た
。
同
紙
に
よ
れ
ば
「
前
景
気
は

非
常
な
も
の
で
日
本
劇
の
優
美
と
深
刻
は
右
田
次
一
座
の
藝
と
相
俟
つ
て
米
人
に
多
大
な
る
好

印
象
を
刻
印
す
可
く
右
田
次
も
フ
エ
ア
モ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
内
の
晴
の
舞
薹
に
た
ち
日
本
藝
術
の

粋
を
米
人
に
紹
介
す
る
の
で
あ
る
か
ら
特
に
力
を
入
れ
て
熱
心
に
演
じ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る

と
」
と
あ
る
。
日
本
協
会
幹
事
の
レ
ー
ス
夫
人
は
「
今
回
の
催
し
は
各
方
面
の
賛
同
を
得
た
た

め
、
豫
期
以
上
の
好
評
で
既
に
二
晩
開
演
す
る
中
前
夜
の
観
覧
席
は
全
部
賣
り
切
れ
、
第
二
夜

の
席
も
續
々
申
込
み
が
あ
り
其
の
中
に
は
ク
ラ
ッ
カ
ー
夫
人
を
始
め
市
の
社
交
界
の
重
だ
っ
た

人
々
か
ら
申
し
込
み
が
あ
る
の
で
如
何
に
今
回
の
催
し
が
廣
く
興
味
を
も
た
れ
た
か
わ
か
り
ま

せ
ん
」
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事
館
の
中
島
薫
氏
が
チ
ケ
ッ
ト

の
販
売
を
担
当

　（26）

す
る
な
ど
、
か
な
り
の
力
の
入
れ
よ
う
で
あ
る
。
レ
ー
ス
夫
人
は
上
演
前

に
歌
舞
伎
に
関
し
て
の
解
説
も
し
た
よ
う
で
あ
る
（『
新
世
界
』
一
月
二
十
四
日
記
事
）。
中
島

氏
と
レ
ー
ス
夫
人
に
よ
り
、
事
前
に
英
文
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
ら
れ
た

　（27）

こ
と
も
あ
り
「
政

界
及
實
業
界
ノ
有
力
者
、
社
交
界
ノ
重
立
ル
者
大
学
教
授
及
学
生
藝
術
家
批
評
家
及
新
聞
記
者

等
ヲ
網
羅
シ
約
千
五
百
名
」
が
観
覧
し
、
両
日
と
も
満
員
だ
っ
た
。
一
座
の
舞
台
は
極
め
て
好

評
で
、
当
時
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
交
響
楽
団
の
指
揮
者
で
、
著
名
な
音
楽
家
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

ヘ
ル
ツ
氏
は
、「
始

(
マ
マ
)メ

テ
日
本
ノ
真
正
ノ
藝
術
ヲ
見
物
シ
タ
」
と
総
領
事
の
井
田
守
三
に
賞
讃

の
言
葉
を
残
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
英
字
新
聞
各
紙
も
こ
ぞ
っ
て
好
意
的
な
評
を
載
せ

 

て
い
る

　（28）

。
右
田
次
一
座
の
澤
村
宗
七
郎
も
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
答
え
「
最
初
は
在
留
邦
人
相

手
の
積
も
り
で
し
た
が
、
非
常
な
人
気
を
と
り
（
中
略
）
外
國
人
観
客
の
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

殊
に
排
日
紙
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ク
ロ
ニ
ク
ル
さ
へ
寫
眞
入
り
の
劇
評
記
事
を
三
日
間
に
亘
つ

て
載
せ
て
呉
れ
た
の
は
意
外
で
す
」　（29）

と
述
べ
て
い
る
。『
新
世
界
』
一
月
二
十
五
日
記
事
で

も
「
東
洋
の
優
美
な
古
典
劇
を
見
や
う
と
待
ち
に
待
つ
て
居
た
米
人
観
客
に
と
つ
て
右
田
次
一

座
の
藝
は
繊
細
に
し
て
優
雅
而
も
深
刻
味
を
帯
び
て
居
る
の
で
非
常
に
興
味
深
く
一
挙
一
動
観

客
を
魅
し
盡
さ
ず
に
は
置
か
ぬ
と
言
ふ
有
様
で
好
評
沸
く
が
如
く
初
日
満
員
の
大
人
気
に
主
催

者
は
大
い
に
喜
び
満
足
し
て
居
る
」
と
記
さ
れ
た
。
一
月
二
十
六
日
の
記
事
で
は
「
米
人
の
耳

に
は
不
可
思
議
な
囃
子
の
内
に
幕
が
開
く
と
興
味
に
輝
く
観
客
の
眼
の
前
に 

目
醒
め
る
ば
か
り

の
美
し
い
三
番
叟
が
現
出
し
幽

(
マ
マ
)し

く
も
雅
致
に
富
む
そ
の
舞
踊
に
聴
衆
は
早
く
も
魅
さ
れ
其
が

終
わ
る
と
称
讃
感
嘆
の
聲
は
一
し
き
り
止
ま
な
か
つ
た
」。『
土
屋
主
税
』
で
も
「
一
座
の
洗
練

さ
れ
し
藝
を
軽
重
両
方
面
の
気
分
に
現
し
日
本
語
を
解
せ
ぬ
米
人
の
前
に
立
派
に
や
つ
て
の
け

て
此
れ
も
大
成
功
で
米
人
達
は
何
れ
も
歌
舞
伎
の
妙
技
を
味
」
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
公
演
に
続
い
て
二
月
二
日
、
桑
港
日
本
人
会
主
催
、
日
米
興
行
会
社
・
布
哇
大
和
興
行

社
提
供
の
「
大
坂
大
歌
舞
伎　

市
川
右
田
次
一
座　

学
園
寄
附
演
藝
會
」
の
公
演
が
、「
邦
語
学

園
」
の
金
門
学
園
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
（『
新
世
界
』
一
月
三
十
一
日
宣
伝
文
）。
同
紙
二
月
二

日
記
事
に
よ
れ
ば
「
今
回
は
加
州
大
学
ド
ラ
マ
科
の
教
授
で
最
近
欧
州
藝
術
視
察
よ
り
帰
桑
せ

る
テ
ム
ヒ
ユ
ー
氏
や
、
同
校
美
術
家
連
の
一
行
十
五
六
名
と
當
市
一
流
の
劇
評
家
連
三
十
餘
名

が
レ
ー
ス
夫
人
と
共
に
総
見
物
を
す
る
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
是
れ
で
歌
舞
伎
の
真
價
は
米
人
社

会
に
一
の
興
味
か
ら
更
に
研
究
態
度
に
進
ん
で
来
た
譯
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
米
国
人

観
劇
者
た
ち
の
態
度
は
静
粛
で
あ
っ
た
た
め
、
芝
居
情
緒
を
削
が
ぬ
よ
う
、
喧
噪
を
避
け
る
た

め
に
子
供
は
同
伴
し
な
い
よ
う
に
と
呼
び
か
け
て
い
る
。「
古
典
芸
能
」
と
し
て
の
歌
舞
伎
を

貶
め
な
い
よ
う
、
日
系
人
達
に
釘
を
刺
し
た
も
の
と
み
え
る
。

　

延
十
郎
・
延
見
子
の
一
座
は
日
系
人
中
心
に
興
行
を
組
み
立
て
て
成
功
を
収
め
た
が
、
右
田

次
一
座
の
公
演
は
総
領
事
館
や
日
本
協
会
の
肝
い
り
だ
っ
た
の
で
、
米
国
人
に
も
歌
舞
伎
を
鑑

賞
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
歌
舞
伎
の
「
芸
術
性
の
高
い
日
本
が
誇
る
古
典
芸
能
」

と
し
て
の
価
値
を
米
国
人
に
認
め
さ
せ
た
い
と
い
う
論
調
が
強
い
。
ま
さ
に
文
化
交
流
の
先
鋒

と
し
て
右
田
次
た
ち
の
一
座
は
活
躍
し
た
と
い
え
る
。

　

彼
ら
が
上
演
し
た
演
目
を
順
不
同
で
書
き
出
し
て
み
る
。『
寿
式
三
番
』『
実
録
先
代
萩　

忠

節
夫
婦
松
』『
紙
屋
治
兵
衛　

時
雨
の
炬
燵
』『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』『
大
石
東
下
り
』『
旭
袂
玉
藻

前
三
段
目
』『
彦
山
権
現
誓
助
太
刀
』『
老
後
政
岡
』『
忠
臣
二
度
の
清
書
』『
二

ふ
た
つ

巴ど
も
え

　

石
川
五
右

衛
門　

釡
煎
』『
弁
慶
上
使
』『
義
士
外
伝　

土
屋
主
税
』『
肥
後
駒
下
駄
』『
菅
原
伝
授
手
習
鑑　

寺
子
屋
』『
奥
州
安
達
原　

袖
萩
祭
文
の
場
』『
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
』『
大
岡
政
談　

徳
川
天
一
坊
』

『
摂
州
合
邦
辻
』『
加
賀
見
山
』『
梅
川
忠
兵
衛　

封
印
切
』『
伽
羅
先
代
萩
』『
敷
皮
曾
我
』 『
新
世

話
劇
真
如
』『
お
染
久
松　

野
崎
村
』『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
（
五
段
目
か
ら
七
段
目
）』『
本
蔵
下
屋

敷
』『
岸

き
し
の

姫ひ
め
ま
つ松

轡く
つ
わ

鑑か
が
み』『

鈴
木
主
水
白
糸
噺
』『
木
村
長
門
守
血
判
取
』『
神
霊
矢
口
渡
』『
馬
盥
』『
ど

ん
ど
ろ
大
師
』『
京
人
形
』『
義
経
千
本
桜　

庵
室
よ
り
寿
司
屋
ま
で
』
で
あ
る
。
新
作
は
『
新
世

話
劇
真
如
（
額
田
六
福
作
）』
だ
け
だ
が
、
こ
れ
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
西
本
願
寺
ホ
ー
ル
で
上
演

松竹大歌舞伎以前に海外公演をした歌舞伎役者たち
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熊
谷
や
母
親
お
く
ま
と
い
う
、
大
人
が
勤
め
る
役
を
演
じ
て
い
る
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
公
演
後
、
シ
ア
ト
ル
へ
行
き
、
二
月
二
十
二
〜
二
十
四
日
は
シ
ア
ト
ル
日

本
館
で
「
女
歌
舞
伎　

嵐
壽
々
八
一
座
」
の
興
行
を
打
っ
た
（『
大
北
日
報
』
二
月
十
八
〜

二
十
三
日
宣
伝
文
）。
シ
ア
ト
ル
の
の
ち
の
動
向
は
つ
か
め
な
い
が

　（33）

、『
布
哇
報
知
』
三
月

二
十
四
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
「
廿
九
日
か
ら
日
本
館
に
子
供
の
辨
慶
が
出
る　

嵐
壽
々
八
の
歌

舞
伎
座
」
と
の
見
出
し
で
、「
加
州
各
地
で
大
好
評
を
博
し
つ
つ
あ
る
歌
舞
伎
嵐
壽
々
八
一
座

二
十
五
名
」
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
号
に
乗
船
し
て
ホ
ノ
ル
ル
に
向
か
っ
て
お
り
、
三
月
二
十
九
日
か

ら
ホ
ノ
ル
ル
の
日
本
館
で
開
演
す
る
予
定
と
報
じ
た
。
ホ
ノ
ル
ル
の
公
演
は
、
日
米
興
業
布
哇

支
社
創
設
三
周
年
記
念
興
行
と
し
て
壽
々
八
一
座
を
招
聘
し
た
と
い
う
。
三
月
二
十
九
日
初
日

で
、
四
月
六
日
ま
で
連
夜
、
行
わ
れ
た
。
演
目
は
ほ
ぼ
、
日
替
わ
り
で
あ
る
。

　

観
劇
者
に
は
ブ
ロ
マ
イ
ド
絵
葉
書
四
枚
一
組
、
八
千
代
の
弁
慶
の
写
真
入
り
歌
舞
伎
ハ
ン
カ

チ
を
全
員
に
配
り
、
劇
場
内
も
歌
舞
伎
仕
様
の
飾
り
付
け
を
施
し
、
歌
舞
伎
気
分
を
盛
り
上
げ

て
い
る
と
報
じ
た
。
そ
し
て「
中
心
花
形
」は「
僅
か
九
歳
」の
嵐
八
千
代
で
、「
重
の
井
子
別
れ
」

の
三
吉
な
ど
の
子
役
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、『
勧
進
帳
』
の
弁
慶
に
も
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

当
時
日
米
興
行
株
式
会
社
社
員
で
あ
っ
た
森
野
正
一
は
「
日
本
か
ら
渡
米
し
た
嵐
寿
々
八
一
行

に
嵐
八
千
代
と
い
う
十
二
才
位
の
少
女
が
い
た
が
、
彼
女
の
勧
進
帳
の
弁
慶
は
実
に
う
ま
く
、

一
行
の
ピ
カ
一
で
あ
っ
た
」　（34）

と
記
す
。
八
千
代
は
小
柄
だ
っ
た
と
岩
井
小
紫
（
兼
元
多
恵
子
）

は
記
憶
し
て
い
る
が
、
こ
の
当
時
は
大
柄
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
紙
三
月
二
十
四
日
の
全

面
広
告
で
は
、
弁
慶
の
扮
装
を
し
て
形
を
き
め
た
八
千
代
の
写
真
が
大
き
く
載
る
。
富
樫
は
市

川
瀧
代

　（35）

と
い
う
女
役
者
が
勤
め
た
が
、
先
の
記
事
に
は
「
八
千
代
の
一
方
を
張
っ
て
藝
が

確
か
な
の
は
市
川
瀧
代
で
あ
る
」
と
あ
り
、
大
正
十
五
年
や
昭
和
二
年
の
嵐
壽
々
八
一
座
の
公

演
で
は『
加
賀
見
山
』の
岩
藤
や『
弁
天
小
僧
』の
日
本
駄
右
衛
門
な
ど
を
演
じ
、『
色
彩
間
苅
豆
』

で
は
壽
々
八
の
累
に
絹
川
与
右
衛
門
を
勤
め
て
い
る
。
富
樫
と
弁
慶
の
「
呼
吸
が
シ
ツ
ク
リ
合

つ
て
藝
熱
と
力
の
調
和
が
大
向
う
を
唸
ら
せ
ね
ば
止
ま
な
い
、
藝
に
於
い
て
確
か
に
座
長
に
優

る
と
云
わ
れ
て
居
る
」
と
さ
れ
る
。
座
長
の
壽
々
八
に
優
る
と
評
さ
れ
る
よ
う
な
芸
達
者
な
大

人
の
役
者
、
瀧
代
に
対
し
、
八
千
代
の
演
技
は
引
け
を
取
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。『
加
賀
見
山
』
で
は
瀧
代
の
岩
藤
に
、
八
千
代
は
お
初
を
勤
め
、「
お
駒
才
三
」
で
は
剽

軽
な
丈
八
に
扮
し
て
「
奥
か
ら
ぬ
つ
と
丈
八
が
、
お
駒
様
オ
イ
〳
〵
オ
イ
」
て
な
調
子
で
滑
稽

に
し
て
且
つ
達
者
な
芸
を
見
せ
る
」
と
期
待
さ
れ
（
同
紙
三
月
三
十
一
日
記
事
）、「
上
々
の
出

来
」
だ
っ
た
と
い
う
（
同
紙
四
月
二
日
記
事
）。
同
紙
四
月
四
日
の
記
事
で
は
、
壽
々
八
の
累
が

「
凄
い
所
を
見
せ
」、
再
演
の
『
勧
進
帳
』
は
二
度
見
て
も
「
飽
か
ぬ
舞
薹
」
で
、
な
お
か
つ
長
唄

連
中
が
今
ま
で
来
た
劇
団
の
中
で
は
「
一
番
整
つ
て
」
い
た
と
い
う
。
八
千
代
の
弁
天
小
僧
は

「
子
供
と
思
は
れ
ぬ
達
者
ぶ
り
」
で
、「
楓
女
の
南
郷
力
丸
も
よ
か
つ
た
」
と
あ
る
。
嵐
壽
々
八

は
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
五
）
生
ま
れ
、
市
川
楓
女

　（36）

は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
頃

の
生
ま
れ
な
の
で
、
八
千
代
の
舞
台
は
子
ど
も
歌
舞
伎
で
は
な
く
、
大
人
の
中
に
八
千
代
が
混

ざ
っ
て
、
大
人
が
勤
め
る
役
を
演
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
「
傾
城
阿
波
鳴
門
」
で

は
子
役
の
お
鶴
を
演
じ
、「
八
千
代
の
お
鶴
は
見
も
の
、
確
に
観
客
を
泣
か
せ
ず
に
は
置
く
ま

い
」
と
い
う
。
ま
た
四
月
五
日
の
記
事
に
は
「
嵐
壽
々
八
一
座
の
歌
舞
伎
は
女
役
者
ば
か
り
に

拘
ら
ず
手
揃
い
で
あ
る
た
め
毎
夜
よ
い
芝
居
を
み
せ
好
評
嘖
々
た
る
も
の
あ
り
」
と
高
評
価
で

あ
る
。
そ
し
て
千
秋
楽
に
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
公
演
で
見
せ
た
『
八
百
屋
』
の
お
く
ま
と
い
う

老
け
役
を
八
千
代
が
演
じ
て
見
せ
た
。
連
日
大
入
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
公
演
後
、
四
月
十
一
〜

十
三
日
ま
で
の
三
日
間
、 

モ
イ
リ
リ
母
の
会
主
催
の
「
基
金
募
集
大
演
藝
會
」
が
モ
イ
リ
イ
リ

の
マ
ザ
ー
ラ
イ
ス
幼
稚
園
内
で
行
わ
れ
、
壽
々
八
一
座
も
出
演
し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
も
協
力

を
し
た
。

　

彼
ら
の
上
演
し
た
演
目
を
順
不
同
で
列
挙
す
る
と
、『
鶯
塚
』『
実
録
伊
達
礎　

老
後
の
政
岡
』

『
熊
谷
蓮
生
坊
』『
石
井
常
右
ヱ
門
』『
史
劇
大
楠
公　

桜
井
駅
決
別
の
場
』『
弁
天
小
僧
菊
之
助
』

『
石
童
丸
』『
お
千
代
半
兵
衛　

八
百
屋
の
献
立
』『
世
話
情
浮
名
横
櫛
』『
寿
式
三
番　

引
抜
だ

ん
ま
り
』『
お
駒
才
三
』『
伽
羅
先
代
萩　

竹
之
間
よ
り
御
殿
ま
で
』『
勧
進
帳
』『
一
條
大
蔵
卿
』『
重

の
井
子
別
れ
』『
加
賀
見
山
』『
お
半
長
右
衛
門
』『
京
人
形
』『
怪
談
累
物
語
』『
怪
談
ホ
ト
ト
ギ

ス
（
曾

そ
が
も
よ
う
た
て
し
の

我
綉
侠
御ご

し
ょ所

染ぞ
め

）』『
傾
城
阿
波
鳴
門
』『
お
染
久
松　

野
崎
村
』
な
ど
で
あ
る
。
壽
々

八
一
座
も
歌
舞
伎
演
目
だ
け
で
興
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

五
月
九
〜
十
一
日
ま
で
ホ
ノ
ル
ル
日
本
館
で
御
名
残
興
行
を
行
い
（『
日
布
新
聞
』
五
月
九
〜

十
一
日
宣
伝
）、
十
六
日
出
航
の
リ
ン
カ
ン
号
で
帰
国
し
た
。
七
カ
月
に
わ
た
る
公
演
活
動
で

あ
っ
た
。

三
　
小
芝
居
一
座
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

　

そ
も
そ
も
、
鎖
国
を
解
い
て
以
後
、
す
ぐ
に
海
を
渡
っ
た
芸
人
は
曲
芸
団
で
あ
っ
た

　（37）

。

曲
芸
は
言
葉
で
は
な
く
身
体
表
現
で
あ
る
か
ら
、
海
外
で
の
興
行
も
し
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
手
品
も
言
葉
が
必
要
な
い
演
芸
で
あ
り
、
早
く
か
ら
海
外
公
演
が
行
わ
れ
た
。

松竹大歌舞伎以前に海外公演をした歌舞伎役者たち

し
た
と
き
の
演
目
で
、
信
者
を
意
識
し
た
選
択
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
以
外
の
演
目
は
す
べ
て

歌
舞
伎
演
目
で
、
剣
戟
系
演
目
は
な
い
。

　

さ
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
公
演
は
成
功
裡
に
終
わ
り
、
米
国
本
土
を
後
に
し
て
、
二
月

九
日
に
は
再
度
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
た
（『
布
哇
報
知
』
二
月
九
日
記
事
）。
オ
ア
フ
島
内
の
都
市

を
皮
切
り
に
、
ホ
ノ
ル
ル
で
は
日
本
館
な
ど
で
興
行
を
打
っ
た
（
同
紙
十
九
〜
二
十
六
日
宣
伝
・

記
事
）。
新
聞
紙
上
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
大
成
功
を
伝
え
る
記
事
が
複
数
載
せ
ら
れ
、

ク
ロ
ニ
ク
ル
紙
が
古
典
芸
術
と
賞
揚
し
、
こ
の
よ
う
に
英
字
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
珍
し
い

（
同
紙
二
十
二
日
記
事
）
と
し
、「
何
れ
も
海
外
に
馴
れ
て
き
た
の
で
舞
台
が
一
層
引
き
立
ち
」

「
大
芝
居
だ
と
好
評
」（
同
紙
二
十
三
日
記
事
）
と
記
す
。
ハ
ワ
イ
在
住
好
劇
家
た
ち
の
「
是
非

と
も
右
田
次
の
政
岡
が
見
た
い
」
と
の
希
望
に
よ
り
『
伽
羅
先
代
萩
』
を
上
演
し
た
（
同
紙

二
十
四
日
記
事
）。
二
十
五
日
は
ホ
ノ
ル
ル
で
の
千
秋
楽
で
、
三
月
い
っ
ぱ
い
は
カ
ウ
ア
イ
島

や
マ
ウ
イ
島
な
ど
で
、
各
地
を
巡
業
し
、
四
月
十
六
日
と
十
七
日
、
ホ
ノ
ル
ル
の
日
本
館
で
御

名
残
興
行
を
行
っ
た
（
同
紙
四
月
十
四
〜
十
七
日
記
事
及
び
宣
伝
）。
そ
の
後
、
四
月
三
十
日

横
浜
入
港
の
ゼ
フ
ァ
ー
ソ
ン
号
で
帰
朝
し
た

　（30）

。
八
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
る
公
演
活
動
だ
っ

た
。

　

総
領
事
の
井
田
守
三
は
、
予
想
を
上
回
る
大
成
功
を
収
め
た
と
外
務
大
臣
・
総
理
大
臣
の
田

中
義
一
に
報
告
を
し
た
。
そ
の
田
中
か
ら
三
月
二
十
七
日
に
予
想
外
の
返
信
が
あ
っ
た
。
そ
の

内
容
は
、
日
本
の
芸
術
を
海
外
に
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
趣
旨
は
「
至
極
結
構
」
だ
が
、「 

本
邦

藝
術
ノ
神
髄
」
を
伝
え
る
こ
と
を
「
本
旨
」
と
す
べ
き
あ
っ
て
、「
未
熟
若
シ
ク
ハ
浅
薄
ナ
ル
モ

ノ
」
を
紹
介
す
れ
ば
却
っ
て
本
邦
の
芸
術
の
真
価
に
対
し
誤
解
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
今
回

の
報
告
に
あ
る
俳
優
は
「
我
劇
界
ニ
於
テ
何
等
地
歩
ノ
ナ
キ
人
々
」
で
あ
り
、
彼
等
の
演
技
が

「
歌
舞
伎
ノ
真
價
」
と
い
う
印
象
を
与
え
た
こ
と
は
、「
甚
不
本
意
ノ
次
第
」
で
あ
る
か
ら
、
今

後
は
あ
ら
か
じ
め
「
藝
術
家
ノ
地
位
、
素
質
」
な
ど
を
し
っ
か
り
吟
味
す
る
よ
う
に
、
と
い
う

も
の
だ
っ
た 　（31）

。
倉
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に

　（32）

、
劇
界
の
覇
者
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
松
竹
に

所
属
す
る
俳
優
の
演
ず
る
劇
だ
け
が
「
歌
舞
伎
」
で
あ
っ
て
、
小
芝
居
役
者
の
右
田
次
た
ち
の

よ
う
に
、
歌
舞
伎
界
に
地
歩
も
地
位
も
な
い
俳
優
の
上
演
す
る
歌
舞
伎
は
「
未
熟
で
浅
薄
な
も

の
」
と
決
め
つ
け
て
い
る
。
小
芝
居
に
対
す
る
体
制
側
か
ら
の
位
置
づ
け
が
よ
く
分
か
る
話
で

あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
松
竹
所
属
俳
優
の
市
川
左
團
次
一
行
が
昭
和
三
年
の
八
月
に
訪
ソ
し
、
権
威

づ
け
ら
れ
た
「
歌
舞
伎
」
の
「
初
め
て
の
」
海
外
公
演
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

３
、
嵐
壽
々
八・八
千
代
一
座

　

 

左
團
次
た
ち
の
海
外
公
演
に
遅
れ
る
こ
と
わ
ず
か
四
ヶ
月
、
女
役
者
嵐
壽
々
八
・
八
千
代
一

座
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
皮
切
り
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
ア
ト
ル
、
ハ
ワ
イ
な
ど
を
巡
業
し

て
、
歌
舞
伎
公
演
を
行
っ
た
。

　
『
新
世
界
』
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
記
事
に
は
、
嵐
壽
々
八
一
座
が
コ
レ
ア
丸
で
横
浜

港
を
出
発
し
、
十
二
月
七
日
頃
に
到
着
す
る
と
知
ら
せ
て
い
る
。
実
際
に
十
二
月
七
日
に
到
着

し
、
十
二
月
九
〜
十
日
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
金
門
学
園
ホ
ー
ル
、
十
一
〜
十
二
日
は
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
、
十
三
〜
十
四
日
は
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
、
十
五
〜
十
六
日
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
、
十
八
〜

十
九
日
は
メ
ア
リ
ー
ズ
ビ
ル
、
二
十
二
〜
二
十
三
日
は
フ
レ
ズ
ノ
、
二
十
四
〜
二
十
五
日
は
バ

イ
セ
イ
リ
ア
、
二
十
六
〜
二
十
七
日
は
デ
レ
ー
ノ
と
、
連
日
の
興
行
で
あ
る
（
同
紙
十
二
月
三

日
、
七
日
、
十
三
日
、
十
七
日
、
二
十
八
日
記
事
お
よ
び
宣
伝
文
）。「
桑
港
上
陸
以
来
北
加
各

地
を
巡
行
中
な
る
女
歌
舞
伎　

到
る
所
大
入
り
満
員
」（『
羅
府
新
報
』
十
二
月
二
十
二
日
記
事
）

だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
年
が
明
け
て
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
一
月
元
日
か
ら
三
日
ま
で
、
正

月
興
行
を
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
和
ホ
ー
ル
で
行
っ
た
（
同
紙
昭
和
三
年
十
二
月
十
四
日
、

二
十
二
日
、
二
十
八
日
、
昭
和
四
年
一
月
一
日
記
事
）。

　

そ
の
後
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
な
ど
の
都
市
を
廻
り（『
新
世
界
』一
月
二
十
四
、二
十
六
日
記
事
）、

「
こ
れ
で
當
分
日
本
芝
居
は
来
ぬ
」
と
し
て
二
月
八
〜
十
日
ま
で
再
び
大
和
ホ
ー
ル
で
公
演
し

た
（『
羅
府
新
報
』
二
月
四
日
記
事
）。「
前
回
の
開
演
に
秘
蔵
子
役
天
才
兒
嵐
八
千
代
が
大
人
気

を
博
し
た
事
と
て
今
回
は
好
劇
家
連
に
依
っ
て
八
千
代
會
が
組
織
さ
れ
初
日
に
總
見
す
る
と
い

ふ
騒
ぎ
」
だ
と
い
う
。
前
回
の
公
演
と
は
、
正
月
公
演
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
紙
二
月
八
日
記

事
で
は
八
千
代
会
の
向
こ
う
を
張
っ
て
羅
府
料
理
屋
組
合
で
も
総
見
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
、

初
日
か
ら
大
入
り
満
員
で
あ
ろ
う
と
し
、「
興
行
會
社
で
も
此
の
人
気
に
大
張
り
込
み
で
場
内

に
ス
ト
ー
ブ
を
据
え
つ
け
観
客
が
温
か
に
観
劇
気
分
を
味
へ
る
様
に
す
る
筈
で
あ
る
と
」
と
景

気
の
よ
い
話
が
載
る
。
初
日
二
日
は
大
入
り
（
同
紙
二
月
十
一
日
記
事
）
で
、
八
千
代
が
大
人

気
で
あ
っ
た
。
八
千
代
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
年
生
ま
れ
な
の
で
、
数
え
年
十
一
歳
だ
が
、

『
新
世
界
』
紙
上
で
も
、『
布
哇
報
知
』
三
月
二
十
四
日
記
事
で
も
「
僅
か
に
九
歳
」
と
記
さ
れ
、

幼
い
こ
と
を
強
調
し
て
報
道
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
八
千
代
が
勤
め
た
役
は
、『
実
録
伊
達
礎
』
で
は
千
代
松
、『
熊
谷
蓮
生
坊
』
で
は

熊
谷
蓮
生
坊
、『
史
劇
大
楠
公
』
で
は
楠
正
行
、『
弁
天
小
僧
菊
之
助
』
で
弁
天
小
僧
、『
石
童
丸
』

で
は
石
童
丸
、『
お
千
代
半
兵
衛　

八
百
屋
の
献
立
』
で
は
老
け
役
の
母
親
お
く
ま
、
で
あ
る
。
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熊
谷
や
母
親
お
く
ま
と
い
う
、
大
人
が
勤
め
る
役
を
演
じ
て
い
る
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
公
演
後
、
シ
ア
ト
ル
へ
行
き
、
二
月
二
十
二
〜
二
十
四
日
は
シ
ア
ト
ル
日

本
館
で
「
女
歌
舞
伎　

嵐
壽
々
八
一
座
」
の
興
行
を
打
っ
た
（『
大
北
日
報
』
二
月
十
八
〜

二
十
三
日
宣
伝
文
）。
シ
ア
ト
ル
の
の
ち
の
動
向
は
つ
か
め
な
い
が

　（33）

、『
布
哇
報
知
』
三
月

二
十
四
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
「
廿
九
日
か
ら
日
本
館
に
子
供
の
辨
慶
が
出
る　

嵐
壽
々
八
の
歌

舞
伎
座
」
と
の
見
出
し
で
、「
加
州
各
地
で
大
好
評
を
博
し
つ
つ
あ
る
歌
舞
伎
嵐
壽
々
八
一
座

二
十
五
名
」
が
ウ
ィ
ル
ソ
ン
号
に
乗
船
し
て
ホ
ノ
ル
ル
に
向
か
っ
て
お
り
、
三
月
二
十
九
日
か

ら
ホ
ノ
ル
ル
の
日
本
館
で
開
演
す
る
予
定
と
報
じ
た
。
ホ
ノ
ル
ル
の
公
演
は
、
日
米
興
業
布
哇

支
社
創
設
三
周
年
記
念
興
行
と
し
て
壽
々
八
一
座
を
招
聘
し
た
と
い
う
。
三
月
二
十
九
日
初
日

で
、
四
月
六
日
ま
で
連
夜
、
行
わ
れ
た
。
演
目
は
ほ
ぼ
、
日
替
わ
り
で
あ
る
。

　

観
劇
者
に
は
ブ
ロ
マ
イ
ド
絵
葉
書
四
枚
一
組
、
八
千
代
の
弁
慶
の
写
真
入
り
歌
舞
伎
ハ
ン
カ

チ
を
全
員
に
配
り
、
劇
場
内
も
歌
舞
伎
仕
様
の
飾
り
付
け
を
施
し
、
歌
舞
伎
気
分
を
盛
り
上
げ

て
い
る
と
報
じ
た
。
そ
し
て「
中
心
花
形
」は「
僅
か
九
歳
」の
嵐
八
千
代
で
、「
重
の
井
子
別
れ
」

の
三
吉
な
ど
の
子
役
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、『
勧
進
帳
』
の
弁
慶
に
も
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

当
時
日
米
興
行
株
式
会
社
社
員
で
あ
っ
た
森
野
正
一
は
「
日
本
か
ら
渡
米
し
た
嵐
寿
々
八
一
行

に
嵐
八
千
代
と
い
う
十
二
才
位
の
少
女
が
い
た
が
、
彼
女
の
勧
進
帳
の
弁
慶
は
実
に
う
ま
く
、

一
行
の
ピ
カ
一
で
あ
っ
た
」　（34）

と
記
す
。
八
千
代
は
小
柄
だ
っ
た
と
岩
井
小
紫
（
兼
元
多
恵
子
）

は
記
憶
し
て
い
る
が
、
こ
の
当
時
は
大
柄
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
紙
三
月
二
十
四
日
の
全

面
広
告
で
は
、
弁
慶
の
扮
装
を
し
て
形
を
き
め
た
八
千
代
の
写
真
が
大
き
く
載
る
。
富
樫
は
市

川
瀧
代

　（35）

と
い
う
女
役
者
が
勤
め
た
が
、
先
の
記
事
に
は
「
八
千
代
の
一
方
を
張
っ
て
藝
が

確
か
な
の
は
市
川
瀧
代
で
あ
る
」
と
あ
り
、
大
正
十
五
年
や
昭
和
二
年
の
嵐
壽
々
八
一
座
の
公

演
で
は『
加
賀
見
山
』の
岩
藤
や『
弁
天
小
僧
』の
日
本
駄
右
衛
門
な
ど
を
演
じ
、『
色
彩
間
苅
豆
』

で
は
壽
々
八
の
累
に
絹
川
与
右
衛
門
を
勤
め
て
い
る
。
富
樫
と
弁
慶
の
「
呼
吸
が
シ
ツ
ク
リ
合

つ
て
藝
熱
と
力
の
調
和
が
大
向
う
を
唸
ら
せ
ね
ば
止
ま
な
い
、
藝
に
於
い
て
確
か
に
座
長
に
優

る
と
云
わ
れ
て
居
る
」
と
さ
れ
る
。
座
長
の
壽
々
八
に
優
る
と
評
さ
れ
る
よ
う
な
芸
達
者
な
大

人
の
役
者
、
瀧
代
に
対
し
、
八
千
代
の
演
技
は
引
け
を
取
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。『
加
賀
見
山
』
で
は
瀧
代
の
岩
藤
に
、
八
千
代
は
お
初
を
勤
め
、「
お
駒
才
三
」
で
は
剽

軽
な
丈
八
に
扮
し
て
「
奥
か
ら
ぬ
つ
と
丈
八
が
、
お
駒
様
オ
イ
〳
〵
オ
イ
」
て
な
調
子
で
滑
稽

に
し
て
且
つ
達
者
な
芸
を
見
せ
る
」
と
期
待
さ
れ
（
同
紙
三
月
三
十
一
日
記
事
）、「
上
々
の
出

来
」
だ
っ
た
と
い
う
（
同
紙
四
月
二
日
記
事
）。
同
紙
四
月
四
日
の
記
事
で
は
、
壽
々
八
の
累
が

「
凄
い
所
を
見
せ
」、
再
演
の
『
勧
進
帳
』
は
二
度
見
て
も
「
飽
か
ぬ
舞
薹
」
で
、
な
お
か
つ
長
唄

連
中
が
今
ま
で
来
た
劇
団
の
中
で
は
「
一
番
整
つ
て
」
い
た
と
い
う
。
八
千
代
の
弁
天
小
僧
は

「
子
供
と
思
は
れ
ぬ
達
者
ぶ
り
」
で
、「
楓
女
の
南
郷
力
丸
も
よ
か
つ
た
」
と
あ
る
。
嵐
壽
々
八

は
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
五
）
生
ま
れ
、
市
川
楓
女

　（36）

は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
頃

の
生
ま
れ
な
の
で
、
八
千
代
の
舞
台
は
子
ど
も
歌
舞
伎
で
は
な
く
、
大
人
の
中
に
八
千
代
が
混

ざ
っ
て
、
大
人
が
勤
め
る
役
を
演
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
「
傾
城
阿
波
鳴
門
」
で

は
子
役
の
お
鶴
を
演
じ
、「
八
千
代
の
お
鶴
は
見
も
の
、
確
に
観
客
を
泣
か
せ
ず
に
は
置
く
ま

い
」
と
い
う
。
ま
た
四
月
五
日
の
記
事
に
は
「
嵐
壽
々
八
一
座
の
歌
舞
伎
は
女
役
者
ば
か
り
に

拘
ら
ず
手
揃
い
で
あ
る
た
め
毎
夜
よ
い
芝
居
を
み
せ
好
評
嘖
々
た
る
も
の
あ
り
」
と
高
評
価
で

あ
る
。
そ
し
て
千
秋
楽
に
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
公
演
で
見
せ
た
『
八
百
屋
』
の
お
く
ま
と
い
う

老
け
役
を
八
千
代
が
演
じ
て
見
せ
た
。
連
日
大
入
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
公
演
後
、
四
月
十
一
〜

十
三
日
ま
で
の
三
日
間
、 

モ
イ
リ
リ
母
の
会
主
催
の
「
基
金
募
集
大
演
藝
會
」
が
モ
イ
リ
イ
リ

の
マ
ザ
ー
ラ
イ
ス
幼
稚
園
内
で
行
わ
れ
、
壽
々
八
一
座
も
出
演
し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
も
協
力

を
し
た
。

　

彼
ら
の
上
演
し
た
演
目
を
順
不
同
で
列
挙
す
る
と
、『
鶯
塚
』『
実
録
伊
達
礎　

老
後
の
政
岡
』

『
熊
谷
蓮
生
坊
』『
石
井
常
右
ヱ
門
』『
史
劇
大
楠
公　

桜
井
駅
決
別
の
場
』『
弁
天
小
僧
菊
之
助
』

『
石
童
丸
』『
お
千
代
半
兵
衛　

八
百
屋
の
献
立
』『
世
話
情
浮
名
横
櫛
』『
寿
式
三
番　

引
抜
だ

ん
ま
り
』『
お
駒
才
三
』『
伽
羅
先
代
萩　

竹
之
間
よ
り
御
殿
ま
で
』『
勧
進
帳
』『
一
條
大
蔵
卿
』『
重

の
井
子
別
れ
』『
加
賀
見
山
』『
お
半
長
右
衛
門
』『
京
人
形
』『
怪
談
累
物
語
』『
怪
談
ホ
ト
ト
ギ

ス
（
曾

そ
が
も
よ
う
た
て
し
の

我
綉
侠
御ご

し
ょ所

染ぞ
め

）』『
傾
城
阿
波
鳴
門
』『
お
染
久
松　

野
崎
村
』
な
ど
で
あ
る
。
壽
々

八
一
座
も
歌
舞
伎
演
目
だ
け
で
興
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

五
月
九
〜
十
一
日
ま
で
ホ
ノ
ル
ル
日
本
館
で
御
名
残
興
行
を
行
い
（『
日
布
新
聞
』
五
月
九
〜

十
一
日
宣
伝
）、
十
六
日
出
航
の
リ
ン
カ
ン
号
で
帰
国
し
た
。
七
カ
月
に
わ
た
る
公
演
活
動
で

あ
っ
た
。

三
　
小
芝
居
一
座
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

　

そ
も
そ
も
、
鎖
国
を
解
い
て
以
後
、
す
ぐ
に
海
を
渡
っ
た
芸
人
は
曲
芸
団
で
あ
っ
た

　（37）

。

曲
芸
は
言
葉
で
は
な
く
身
体
表
現
で
あ
る
か
ら
、
海
外
で
の
興
行
も
し
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
手
品
も
言
葉
が
必
要
な
い
演
芸
で
あ
り
、
早
く
か
ら
海
外
公
演
が
行
わ
れ
た
。

松竹大歌舞伎以前に海外公演をした歌舞伎役者たち
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ら
が
演
じ
る
の
は
「
未
熟
」
な
演
劇
だ
と
、
体
制
側
は
貶
め
た
の
で
あ
る
。

　

 

松
竹
大
歌
舞
伎
以
外
に
、
歌
舞
伎
を
専
門
と
し
て
活
動
し
た
多
く
の
小
芝
居
一
座
が
あ
り
、

そ
の
中
で
の
切
磋
琢
磨
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
芝
居
と
大
歌
舞
伎
の
交
流
も
あ
り
、
生
き
た
芸

能
と
し
て
の
歌
舞
伎
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
歌
舞
伎
界
が
大
資
本
の
松
竹
株
式
会
社
に

一
本
化
し
て
、「
松
竹
大
歌
舞
伎
」
だ
け
が
「
歌
舞
伎
」
と
な
っ
て
い
く
そ
の
動
き
が
、
こ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
倉
田
が
「
国
内
で
は
何
ら
問
題
の
な
い
芸
能
で

あ
っ
て
も
、
外
国
で
は
上
演
な
い
し
は
外
国
人
に
見
せ
る
こ
と
は
ま
か
り
な
ら
ぬ
、
と
い
っ
た

事
例
は
結
構
多
い
。
こ
ん
な
話
を
い
く
つ
か
読
ん
で
み
る
と
、
芸
人
た
ち
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

と
政
府
の
対
応
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
面
白
い
」　（43）

と
述
べ
て
い
る
。

　

 

そ
れ
に
し
て
も
、
い
く
ら
日
系
人
社
会
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
た
と
し
て
も
、
言
葉
も
わ

か
ら
な
い
土
地
へ
、
よ
く
も
多
く
の
一
座
、
芸
人
が
海
を
渡
っ
て
出
か
け
て
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。
小
芝
居
役
者
た
ち
は
、
普
段
か
ら
い
か
に
観
客
を
喜
ば
す
か
を
考
え
て
工
夫
し
た
が
、
海

外
で
も
、
興
行
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
努
力
を
さ
ま
ざ
ま
に
行
い
、
そ
の
結
果
、
松
尾
国
三
（
延

十
郎
）
は
、
五
十
万
ド
ル
と
い
う
巨
額
の
収
入
を
得
た
。
成
功
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
海

外
で
の
興
行
で
も
、
四
分
六
の
歩
合
制
で
六
分
の
取
り
分
で
契
約
し
た
と
こ
ろ
は
、
さ
す
が
辣

腕
の
興
行
師
で
あ
る
。
右
田
次
一
座
や
壽
々
八
一
座
が
ど
れ
ほ
ど
の
興
行
収
入
を
得
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
新
聞
紙
上
の
連
日
の
「
大
入
り
」
が
事
実
な
ら
ば
、
か
な
り
の
成
績
を
上
げ

た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
役
者
、
芸
人
達
に
し
て
み
れ
ば
、
言
葉
も
わ
か
ら
な
い
、
食
べ
物
も
合

わ
な
い
、
何
が
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、
海
外
に
飛
び
出
そ
う
と
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
こ
の
興
行
収
入
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。　

　

そ
う
し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
海
外
で
の
興
行
の
工
夫
と
、
そ
の
公
演
期

間
の
長
さ
を
知
る
と
、
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
。 

さ
ら
に
い
え
ば
、
海

外
に
「
歌
舞
伎
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
演
劇
の
多
く
は
、
中
山
延
見
子
、
嵐
八
千
代
と
い
っ
た

女
役
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
事
実
も
、
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

本
稿
は
文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金2019

年
度 

基
盤
研
究（C

） 19K
01235

「
関
西
系
小
芝

居
（
中
芝
居
）
の
活
動
実
態
と
地
芝
居
と
の
影
響
関
係
―
地
芝
居
の
価
値
再
発
見
に
向
け
て
」

の
補
助
を
受
け
て
進
め
て
い
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

付
記

　

本
拙
稿
脱
稿
後
、
中
村
高
駒
（
の
ち
の
澤
村
宗
七
郎
。
右
田
次
と
と
も
に
渡
米
し
た
）
が
大

正
六
年
に
渡
米
し
て
い
る
事
実
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
め
て
報
告
し
た
い
。

註　（１）　

茂
木
千
佳
史
編
『
歌
舞
伎
海
外
公
演
の
記
録
』
松
竹
株
式
会
社
、
一
九
九
二
年
。

　（２）　

大
谷
竹
次
郎
「
歌
舞
伎
海
外
進
出
の
実
現
」
前
掲
茂
木
、
三
〇
〜
三
二
頁
。

　（３）　

永
山
武
臣
・
河
竹
登
志
夫
対
談
「
特
集　

歌
舞
伎
の
海
外
公
演
②　

歌
舞
伎
海
外
公
演
―
こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら
」『
演
劇
界
』
第
四
四
巻
第
九
号
、
演
劇
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
七
四
〜
八
二
頁
。

　（４）　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
ア
ト
ル
、
ハ
ワ
イ
の
邦
字
新
聞
は
国
立
国
会
図
書
館
お

よ
び
邦
字
新
聞
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttps://hojishinbun.hoover.org/?l=ja

に
お
い
て
閲
覧

し
た
。
ま
た
、
現
地
地
名
は
新
聞
紙
上
記
載
の
ま
ま
で
な
く
、
基
本
的
に
は
現
在
通
用
す
る
地
名
で

記
載
し
た
。
日
本
人
以
外
の
人
名
も
、
現
在
一
般
的
に
表
記
さ
れ
る
名
で
記
載
し
た
。

　（５）　

拙
稿
「
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団 

市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡 

そ
の
一
―
小
芝
居
の
歌

舞
伎
で
活
躍
し
た
役
者
家
族
と
そ
の
周
辺
―
」
京
都
精
華
大
学
『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
五
四
号
、

二
〇
二
一
年
、
七
一
〜
八
八
頁
。
お
よ
び
、
拙
稿
「
昭
和
期
ま
で
活
躍
し
た
女
性
歌
舞
伎
役
者
た
ち

―
女
役
者
の
動
向
と
消
長
」
京
都
精
華
大
学
『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
五
六
号
、
二
〇
二
三
年
ａ
、

八
九
〜
一
〇
四
頁
。

　（６）　

松
尾
國
三
『
け
た
は
ず
れ
人
生
』
講
談
社
、
一
九
七
六
年
、
一
四
四
〜
一
八
六
頁
。
松
尾
国
三
「
赤

毛
布
の
旅
芝
居
―
大
正
十
五
年
に
ア
メ
リ
カ
に
出
掛
け
た
巡
業
実
話
」『
演
劇
界
』
第
四
一
巻
第
一
四

号
、
演
劇
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
七
四
〜
七
八
頁
。

　（７）　

森
野
正
一
『
私
の
思
い
出
』
日
貿
出
版
社
、
一
九
七
一
年
、
七
四
頁
。

　（８）　

前
掲
松
尾
、
一
九
八
三
年
、
七
四
頁
。
松
尾
は
三
十
五
名
と
語
っ
て
い
る
が
、『
新
世
界
』
大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
十
日
記
事
で
は
「
二
十
二
名
」、
十
月
十
一
日
記
事
で
は
「
十
八
名
」
と

あ
る
。

　（９）　

 

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
五
八
〜
一
五
九
頁
。

　（10）　

前
掲
松
尾
、
一
九
八
三
年
、
七
七
頁
。

　（11）　

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
五
九
〜
一
六
一
頁
。

　（12）　

  

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
六
一
〜
一
六
三
頁
。

　（13）　

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
六
三
〜
一
六
五
頁
。
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演
劇
で
海
外
に
渡
っ
た
嚆
矢
は
明
治
期
の
川
上
音
二
郎
と
貞
奴

　（38）

で
あ
り
、
そ
の
次
は
花

子
　（39）

で
あ
る
。
日
本
の
演
劇
を
海
外
に
知
ら
し
め
た
役
者
が
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
し

た
い
。
し
か
し
、
彼
女
た
ち
は
芸
者
で
あ
り
、
歌
舞
伎
役
者
で
は
な
い
。
演
じ
た
演
目
も
歌
舞

伎
演
目
で
は
な
く
、
立
ち
腹
を
切
る
な
ど
、
見
た
目
に
訴
え
る
演
目
を
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
に
創
作

し
て
演
じ
て
い
た
。

　

歌
舞
伎
演
目
そ
の
ま
ま
を
演
じ
る
に
は
、
言
葉
の
壁
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
日
米
興

行
会
社
が
日
本
の
芝
居
に
焦
が
れ
て
い
る
日
系
一
世
た
ち
に
本
格
的
な
歌
舞
伎
を
見
せ
た
い
、

日
系
二
世
に
も
日
本
文
化
を
見
せ
て
や
り
た
い
と
考
え
て
、
延
十
郎
・
延
見
子
の
一
座
を
招
聘

し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
日
系
移
民
が
米
国
に
定
着
し
、
数
が
増
え
て
い
た
時
期
で

あ
っ
た
か
ら
成
功
を
納
め
た
と
い
え
る
。
壽
々
八
・
八
千
代
一
座
も
日
系
人
を
目
当
て
に
興
行

が
な
さ
れ
た
。
一
方
、
右
田
次
は
日
本
協
会
の
招
聘
で
、
米
国
人
に
対
し
て
の
英
文
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
総
領
事
館
の
中
島
氏
と
日
本
協
会
の
レ
ー
ス
夫
人
が
相
談
し
て
作
り 

、
上
演
前
に
英
語

解
説
を
す
る
な
ど
、
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
米
国
人
も
数
多
く
観
覧
し
た
。

 

一
九
二
四
年
に
排
日
移
民
法
が
施
行
さ
れ
、
排
日
の
動
き
が
強
く
な
っ
て
い
た
時
代
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
米
国
人
は
賞
讃
感
嘆
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
米
国
人
の
反
応
に
は
、
ジ
ャ
ズ
・
エ

イ
ジ

　（40）

と
い
わ
れ
た
一
九
二
〇
年
代
、
米
国
の
社
会
状
況
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
集
客
の
た
め
の
工
夫
は
い
ろ
い
ろ
行
わ
れ
た
。
巡
業
す
る
場
合
は
日
本
国
内
で

も
同
様
だ
が
、
数
日
間
の
上
演
を
す
る
場
合
は
日
替
わ
り
で
演
目
を
替
え
、
通
算
す
る
と
二
十

か
ら
三
十
演
目
を
上
演
し
て
い
る
。
数
多
く
の
演
目
に
合
わ
せ
た
衣
裳
や
小
道
具
類
を
海
外
ま

で
持
参
す
る
の
は
、
な
か
な
か
に
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
延
十
郎
・
延
見
子
一
座
で
は

そ
れ
だ
け
の
衣
裳
を
新
調
し
、
屋
根
瓦
に
至
る
ま
で
小
道
具
類
を
持
参
し
、
本
格
的
な
歌
舞
伎

舞
台
に
近
づ
け
る
努
力
を
し
、
最
新
の
電
飾
機
器
も
持
ち
込
ん 

だ
。
右
田
次
も
衣
裳
を
日
本
か

ら
取
寄
せ
た
。
壽
々
八
・
八
千
代
一
座
の
ハ
ワ
イ
公
演
で
は
、
劇
場
に
歌
舞
伎
仕
様
の
飾
り
付

け
を
し
て
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
弁
慶
に
扮
し
た
八
千
代
の
写
真
入
り
の
ハ
ン
カ
チ
や
ブ
ロ
マ

イ
ド
絵
葉
書
を
配
っ
て
観
客
に
サ
ー
ビ
ス
し
た
。
ま
た
、
延
見
子
一
座
で
は
地
元
の
子
を
子
役

に
使
っ
た
の
で
、
そ
の
縁
者
を
観
客
と
し
て
当
て
込
む
こ
と
も
で
き
た
。
さ
ら
に
は
米
国
在
留

日
系
人
対
象
に
脚
本
を
公
募
し
て
、
そ
れ
を
上
演
す
る
と
い
う
工
夫
は
、
日
系
人
社
会
と
交
流

し
、
歌
舞
伎
に
な
じ
み
の
少
な
い
日
系
人
に
対
し
て
も
、
興
味
を
持
た
せ
る
た
め
の
効
果
的
な

試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
公
演
終
了
後
に
日
系
人
の
義
太
夫
愛
好
家
の
素
義
会

に
、
延
十
郎
一
座
団
員
の
太
夫
と
三
味
線
方
は
参
加
し
た
。
シ
ア
ト
ル
小
児
園
新
築
資
金
へ
寄

附
の
た
め
の
公
演
も
し
て
日
系
人
社
会
と
の
交
流
を
行
っ
た
。 

右
田
次
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
、
学
園
寄
附
演
芸
会
の
た
め
の
公
演
を
催
し
、
壽
々
八
一
座
も
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
モ
イ
リ
リ

母
の
会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、「
八
千
代
会
」
が
結
成
さ
れ
て
総

見
を
し
た
こ
と
か
ら
は
、
役
者
と
日
系
人
社
会
の
強
い
交
流
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

交
流
と
い
う
意
味
で
は
延
見
子
た
ち
は
チ
ャ
ー
リ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
や
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優

ノ
ー
マ
・
シ
ア
ラ
ー
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
元
大
統
領
夫
人
に
面
会
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
日
米
間
の
国

際
交
流
も
行
っ
た
。
右
田
次
の
公
演
で
は
現
地
米
国
の
総
領
事
や
日
本
協
会
の
人
々
が
大
変
に

力
を
入
れ
た
様
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、 

海
外
交
流
を
深
め
る
活
動
を
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
演
劇
は
上
流
階
級
が
交
流
す
る
場
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
明
治
期
以

降
、
日
本
演
劇
界
が
そ
れ
に
追
随
す
る
た
め
に
は
、
歌
舞
伎
も
近
代
化
し
、
芸
術
的
な
も
の
に

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
。
本
来
、
江
戸
期
の
歌
舞
伎
は
猥
雑
で
あ
り
、
荒
唐
無

稽
で
あ
っ
た
こ
と
に
そ
の
価
値
が
あ
り
、
岸
田
劉
生
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
卑
近
美
」　（41）

が
歌
舞

伎
の
持
つ
魅
力
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
・
大
正･

昭
和
初
期
は
、
そ
の「
歌
舞
伎
」

の
「
卑
近
美
」
を
そ
ぎ
取
り
、
近
代
化
の
中
で
変
革
し
て
い
く
方
向
に
進
ん
で
い
た
。「
古
典
的

で
優
美
な
日
本
の
歌
舞
伎
」、「
右
田
次
一
座
の
藝
は
繊
細
に
し
て
優
雅
而
も
深
刻
味
を
帯
び
て

居
る
」、「
目
醒
め
る
ば
か
り
の
美
し
い
三
番
叟
が
現
出
し
」
雅
致
に
富
む
舞
踊
で
あ
る
、
な
ど

の
言
葉
が
踊
る
新
聞
記
事
を
見
る
と
、
マ
ス
コ
ミ
も
そ
の
流
れ
に
追
随
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
知
識
人
や
劇
界
、
そ
し
て
政
府
の
意
向
と
し
て
、「
芸
術
的
な
」「
古
典
芸
能
」
と
し
て
の

歌
舞
伎
を
育
て
、
海
外
に
向
け
て
恥
ず
か
し
く
な
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
新
聞
記
者
か
ら
見
て
、
右
田
次
一
座
の
歌
舞
伎
は
「
芸
術
的
」
で
、
日
本
の
「
古
典
芸
能
」

と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、「
本
邦
芸
術
の
神
髄
」
を
世
界
に
伝
え
た
い
政
府
に
と
っ
て
は
、
市
川
右
田
次
と

い
う
「
歌
舞
伎
界
に
地
歩
の
な
い
」
役
者
に
よ
る
「
未
熟
」
で
「
浅
薄
」
な
も
の
に
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
「
社
交
界
の
主
だ
っ
た
人
々
」
や
「
加
州
大
学
ド
ラ
マ
科
の
教
授
」
や
著
名
な
音
楽

家
以
下
、
美
術
家
連
、
批
評
家
連
が
興
味
を
持
っ
た
の
は
、「
誤
解
を
与
え
る
」
危
険
性
の
あ

る
行
為
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
政
府
や
劇
界
が
小
芝
居
に
対
し
て
与
え
て
い
た
価
値
観
が
こ
こ

に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
松
竹
に
移
籍
し
て
活
躍
し
た
五
代
目
上
村
吉
弥
が
、
右
田
次
は
「
松
竹

に
引
け
を
取
ら
な
い
役
者
」
と
評
し
て
い
た 　（42）

。
右
田
次
が
米
国
で
上
演
し
た
歌
舞
伎
は
決

し
て
「
臭
い
小
芝
居
」
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
腕
の
善
し
悪
し
で
は
な
く
、

松
竹
に
所
属
し
な
い
役
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、「
地
歩
の
な
い
」
役
者
と
決
め
つ
け
、
彼
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ら
が
演
じ
る
の
は
「
未
熟
」
な
演
劇
だ
と
、
体
制
側
は
貶
め
た
の
で
あ
る
。

　

 
松
竹
大
歌
舞
伎
以
外
に
、
歌
舞
伎
を
専
門
と
し
て
活
動
し
た
多
く
の
小
芝
居
一
座
が
あ
り
、

そ
の
中
で
の
切
磋
琢
磨
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
芝
居
と
大
歌
舞
伎
の
交
流
も
あ
り
、
生
き
た
芸

能
と
し
て
の
歌
舞
伎
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
歌
舞
伎
界
が
大
資
本
の
松
竹
株
式
会
社
に

一
本
化
し
て
、「
松
竹
大
歌
舞
伎
」
だ
け
が
「
歌
舞
伎
」
と
な
っ
て
い
く
そ
の
動
き
が
、
こ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
倉
田
が
「
国
内
で
は
何
ら
問
題
の
な
い
芸
能
で

あ
っ
て
も
、
外
国
で
は
上
演
な
い
し
は
外
国
人
に
見
せ
る
こ
と
は
ま
か
り
な
ら
ぬ
、
と
い
っ
た

事
例
は
結
構
多
い
。
こ
ん
な
話
を
い
く
つ
か
読
ん
で
み
る
と
、
芸
人
た
ち
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

と
政
府
の
対
応
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
面
白
い
」　（43）

と
述
べ
て
い
る
。

　

 

そ
れ
に
し
て
も
、
い
く
ら
日
系
人
社
会
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
た
と
し
て
も
、
言
葉
も
わ

か
ら
な
い
土
地
へ
、
よ
く
も
多
く
の
一
座
、
芸
人
が
海
を
渡
っ
て
出
か
け
て
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。
小
芝
居
役
者
た
ち
は
、
普
段
か
ら
い
か
に
観
客
を
喜
ば
す
か
を
考
え
て
工
夫
し
た
が
、
海

外
で
も
、
興
行
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
努
力
を
さ
ま
ざ
ま
に
行
い
、
そ
の
結
果
、
松
尾
国
三
（
延

十
郎
）
は
、
五
十
万
ド
ル
と
い
う
巨
額
の
収
入
を
得
た
。
成
功
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
海

外
で
の
興
行
で
も
、
四
分
六
の
歩
合
制
で
六
分
の
取
り
分
で
契
約
し
た
と
こ
ろ
は
、
さ
す
が
辣

腕
の
興
行
師
で
あ
る
。
右
田
次
一
座
や
壽
々
八
一
座
が
ど
れ
ほ
ど
の
興
行
収
入
を
得
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
新
聞
紙
上
の
連
日
の
「
大
入
り
」
が
事
実
な
ら
ば
、
か
な
り
の
成
績
を
上
げ

た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
役
者
、
芸
人
達
に
し
て
み
れ
ば
、
言
葉
も
わ
か
ら
な
い
、
食
べ
物
も
合

わ
な
い
、
何
が
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、
海
外
に
飛
び
出
そ
う
と
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
こ
の
興
行
収
入
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。　

　

そ
う
し
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
海
外
で
の
興
行
の
工
夫
と
、
そ
の
公
演
期

間
の
長
さ
を
知
る
と
、
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
。 

さ
ら
に
い
え
ば
、
海

外
に
「
歌
舞
伎
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
演
劇
の
多
く
は
、
中
山
延
見
子
、
嵐
八
千
代
と
い
っ
た

女
役
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
事
実
も
、
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

本
稿
は
文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金2019

年
度 

基
盤
研
究（C

） 19K
01235

「
関
西
系
小
芝

居
（
中
芝
居
）
の
活
動
実
態
と
地
芝
居
と
の
影
響
関
係
―
地
芝
居
の
価
値
再
発
見
に
向
け
て
」

の
補
助
を
受
け
て
進
め
て
い
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

付
記

　

本
拙
稿
脱
稿
後
、
中
村
高
駒
（
の
ち
の
澤
村
宗
七
郎
。
右
田
次
と
と
も
に
渡
米
し
た
）
が
大

正
六
年
に
渡
米
し
て
い
る
事
実
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
め
て
報
告
し
た
い
。

註　（１）　

茂
木
千
佳
史
編
『
歌
舞
伎
海
外
公
演
の
記
録
』
松
竹
株
式
会
社
、
一
九
九
二
年
。

　（２）　

大
谷
竹
次
郎
「
歌
舞
伎
海
外
進
出
の
実
現
」
前
掲
茂
木
、
三
〇
〜
三
二
頁
。

　（３）　

永
山
武
臣
・
河
竹
登
志
夫
対
談
「
特
集　

歌
舞
伎
の
海
外
公
演
②　

歌
舞
伎
海
外
公
演
―
こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら
」『
演
劇
界
』
第
四
四
巻
第
九
号
、
演
劇
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
七
四
〜
八
二
頁
。

　（４）　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
ア
ト
ル
、
ハ
ワ
イ
の
邦
字
新
聞
は
国
立
国
会
図
書
館
お

よ
び
邦
字
新
聞
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttps://hojishinbun.hoover.org/?l=ja

に
お
い
て
閲
覧

し
た
。
ま
た
、
現
地
地
名
は
新
聞
紙
上
記
載
の
ま
ま
で
な
く
、
基
本
的
に
は
現
在
通
用
す
る
地
名
で

記
載
し
た
。
日
本
人
以
外
の
人
名
も
、
現
在
一
般
的
に
表
記
さ
れ
る
名
で
記
載
し
た
。

　（５）　

拙
稿
「
昭
和
五
十
年
ま
で
活
動
し
た
中
芝
居
劇
団 

市
川
市
蔵
劇
団
の
軌
跡 

そ
の
一
―
小
芝
居
の
歌

舞
伎
で
活
躍
し
た
役
者
家
族
と
そ
の
周
辺
―
」
京
都
精
華
大
学
『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
五
四
号
、

二
〇
二
一
年
、
七
一
〜
八
八
頁
。
お
よ
び
、
拙
稿
「
昭
和
期
ま
で
活
躍
し
た
女
性
歌
舞
伎
役
者
た
ち

―
女
役
者
の
動
向
と
消
長
」
京
都
精
華
大
学
『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
五
六
号
、
二
〇
二
三
年
ａ
、

八
九
〜
一
〇
四
頁
。

　（６）　

松
尾
國
三
『
け
た
は
ず
れ
人
生
』
講
談
社
、
一
九
七
六
年
、
一
四
四
〜
一
八
六
頁
。
松
尾
国
三
「
赤

毛
布
の
旅
芝
居
―
大
正
十
五
年
に
ア
メ
リ
カ
に
出
掛
け
た
巡
業
実
話
」『
演
劇
界
』
第
四
一
巻
第
一
四

号
、
演
劇
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
七
四
〜
七
八
頁
。

　（７）　

森
野
正
一
『
私
の
思
い
出
』
日
貿
出
版
社
、
一
九
七
一
年
、
七
四
頁
。

　（８）　

前
掲
松
尾
、
一
九
八
三
年
、
七
四
頁
。
松
尾
は
三
十
五
名
と
語
っ
て
い
る
が
、『
新
世
界
』
大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
十
日
記
事
で
は
「
二
十
二
名
」、
十
月
十
一
日
記
事
で
は
「
十
八
名
」
と

あ
る
。

　（９）　

 
前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
五
八
〜
一
五
九
頁
。

　（10）　

前
掲
松
尾
、
一
九
八
三
年
、
七
七
頁
。

　（11）　

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
五
九
〜
一
六
一
頁
。

　（12）　

  

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
六
一
〜
一
六
三
頁
。

　（13）　

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
六
三
〜
一
六
五
頁
。

松竹大歌舞伎以前に海外公演をした歌舞伎役者たち
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　（14）　

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
六
七
頁
に
は
ホ
ノ
ル
ル
で
の
公
演
は
三
日
間
と
述
べ
て
い
る
が
、
新

聞
記
事
を
見
る
限
り
七
日
間
の
興
行
を
行
っ
て
い
る
。

　（15）　

演
目
の
表
記
は
新
聞
に
記
載
の
ま
ま
で
は
な
い
。

　（16）　

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
六
五
頁
。

　（17）　

 

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
七
二
〜
一
七
三
頁
。

　（18） 　

前
掲
拙
稿
、
二
〇
二
一
年
、
八
六
頁
。
お
よ
び
、 

前
掲
拙
稿
、
二
〇
二
三
年
ａ
、
九
九
頁
。
お
よ
び
、

拙
稿
「
小
芝
居
・
中
芝
居
役
者
の
芸
名
系
継
承
と
歌
舞
伎
役
者 

岩
井
小
紫
の
名
跡
に
つ
い
て
」
東
京

都
立
大
学
人
文
科
学
研
究
科
『
人
文
学
報
』N

o.519-2

社
会
人
類
学
教
室
一
六
、二
〇
二
三
年
ｂ
、

一
二
一
頁
。

　（19）　

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
七
三
〜
一
七
六
頁
。
一
七
四
頁
に
『
娘
道
成
寺
』
上
演
時
の
写
真
が

載
る
。

　（20）　
『
羅
府
新
報
』
昭
和
六
年
六
月
十
一
日
〜
七
月
二
十
七
日
、『
新
世
界
』
七
月
十
四
〜
二
十
八
日
、『
日

米
新
聞
』
七
月
三
〜
十
七
日
、『
布
哇
報
知
』
八
月
二
日
〜
九
月
一
日
の
各
記
事
。

　（21）　

前
掲
松
尾
、
一
九
七
六
年
、
一
七
七
〜
一
八
六
頁
。

　（22） 　

近
代
歌
舞
伎
年
表
編
纂
室
『
近
代
歌
舞
伎
年
表 

名
古
屋
篇　

第
十
六
巻
』
八
木
書
店
、
二
〇
二
二
年
、

六
、八
〜
九
、十
〜
十
一
、十
五
〜
十
七
頁
。

　（23）　

倉
田
喜
弘
「
芸
人
飛
翔
し
て
、
…
」『
図
書
』
五
六
八
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
四
〇
〜

四
三
頁
。
お
よ
び
『
布
哇
報
知
』
昭
和
二
年
八
月
二
十
九
日
、
九
月
十
一
日
記
事
。
新
聞
聯
合
社
発

行
「
聯
合
通
信　

REN
GO

 SERV
ICES

」
昭
和
三
年
四
月
三
十
日
に
も
、
昨
年
九
月
一
日
に
渡
米

し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
外
務
省
資
料
「
於
桑
港
本
邦
歌
舞
伎
芝
居
米
人
間
ノ
演

芸
関
係
」
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
史
料
セ
ン
タ
ーW

eb

サ
イ
ト　

文
学
、
美
術
及
演
劇
関
係
雑

件
／
演
劇
関
係 

７
．
於
桑
港
本
邦
歌
舞
伎
芝
居
米
人
間
ノ
演
芸
関
係

https://w
w
w
.jacar.archives.go.jp/aj/m

eta/listPhoto?LA
N
G=default&

REFCO
D
E=B040

12347800&
BID

=F2006092117024158466&
ID

=M
2006092117024258475&

N
O
=&

T
Y
PE=d

ljpeg&
D
L_T

Y
PE=pdf

の
中
に
含
ま
れ
る
。

　（24）　

九
月
十
日
の
宣
伝
文
で
は
「
山
村
内
近
」
と
あ
る
が
、
翌
九
月
十
一
日
の
記
事
で
は
「
山
村
右
近
」、

九
月
十
七
日
、
九
月
二
十
日
な
ど
の
記
事
で
は
「
山
村
内
匠
」
と
な
っ
て
お
り
、「
た
く
み
」
の
ふ
り

が
な
を
振
っ
た
も
の
も
あ
る
の
で
「
内
匠
」
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

　（25） 　

前
掲
外
務
省
資
料
、
昭
和
三
年
二
月
十
七
日
、
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事
井
田
守
三
よ
り
外
務

大
臣
田
中
義
一
宛
に
提
出
さ
れ
た
公
文
書
。

　（26）　

前
掲
外
務
省
資
料
、
井
田
守
三
が
外
務
省
に
送
っ
た
公
文
書
。
お
よ
び
『
新
世
界
』
昭
和
三
年
一
月

二
十
二
日
記
事
。

　（27）　

前
掲
外
務
省
資
料
、
井
田
守
三
が
外
務
省
に
送
っ
た
公
文
書
。
こ
の
文
書
に
、「
市
川
右
田
次
大
一

座　

名
題
大
歌
舞
伎　

FA
IRM

O
N
T
 H

O
T
EL

」
と
題
す
る
英
字
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
全
文
が
添
付
さ

れ
て
い
る
。
歌
舞
伎
の
歴
史
解
説
に
始
ま
り
、
各
演
目
の
配
役
と
粗
筋
が
英
文
で
書
か
れ
て
い
る
。

　（28）　

前
掲
外
務
省
資
料
、
井
田
守
三
が
外
務
省
に
送
っ
た
公
文
書
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
各
紙
の
英
字

新
聞
切
り
抜
き
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

　（29） 　

前
掲
新
聞
聯
合
社
発
行
「
聯
合
通
信
」。

　（30）　

前
掲
新
聞
聯
合
社
発
行
「
聯
合
通
信
」。

　（31）　

前
掲
外
務
省
資
料
、
外
務
大
臣
田
中
義
一
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総
領
事
井
田
守
三
宛
に
出
さ
れ

た
公
文
書
。

　（32）　

前
掲
倉
田
、
四
一
頁
。

　（33）　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
邦
字
新
聞
等
か
ら
、
こ
の
期
間
の
宣
伝
等
の
発
見
に
致
っ
て
い
な
い
。

　（34）　

前
掲
森
野
、
八
二
頁
。

　（35）　

瀧
代
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）、
名
古
屋
歌
舞
伎
座
の
「
東
京
女
歌
舞
伎
」
や
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
の
京
都
三
友
劇
場
の
公
演
に
参
加
し
て
い
る
。
生
没
年
不
詳
。

　（36）　

楓
女
に
つ
い
て
は
拙
稿
二
〇
二
三
年
ａ
、
一
〇
一
頁
参
照

　（37）　

阿
久
根
巌
「
海
外
巡
業
の
編
成
」『
サ
ー
カ
ス
の
歴
史
―
見
世
物
小
屋
か
ら
近
代
サ
ー
カ
ス
』
西
田

書
店
、
一
九
七
七
年
、
三
七
〜
四
〇
頁
。

　（38）　

 

山
口
玲
子
『
女
優
貞
奴
』
朝
日
文
庫
、
一
九
九
三
年
。

　（39）　

 

澤
田
助
太
郎
『
ち
い
さ
い
花
子　

プ
チ
ト
・
ア
ナ
コ
』
中
日
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。
大
野
芳
『
マ

ダ
ム
・
ハ
ナ
コ
』
求
龍
堂
、
二
〇
一
八
年
。

　（40）　

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド 

『
ジ
ャ
ズ
・
エ
イ
ジ
の
物
語　

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
作
品
集
１
』、
渥
美
昭

夫
、
井
上
謙
治
編
、
荒
地
出
版
社
、
一
九
八
一
年
（
一
九
二
二
年
）。

　（41）　

岸
田
劉
生
『
歌
舞
伎
美
論
』
早
川
書
房
、
一
九
四
八
年
（
初
版
『
演
劇
美
論
』
刀
江
書
院
、
一
九
三
〇

年
）。

　（42）　

西
村
彰
朗
『
一
方
の
花　

五
代
目
上
村
吉
弥
の
生
涯
』
京
都
新
聞
社
、一
九
九
三
年
、四
七
〜
四
八
頁
。

　（43）　

前
掲
倉
田
、
四
三
頁
。
お
よ
び
倉
田
喜
弘
『
海
外
公
演
事
始
』
東
京
書
籍
、
一
九
九
四
年
。
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